
菊文館 菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ 菊池公園多目的グラウンド
七支所 七城総合支所

七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公

旭公図

旭志公民館

旭志公民館図書室
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター２月の行事予定
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新
し
い
一
年
が
始
ま
っ
た
か
と
思

え
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
節
分
。
最

近
は
恵
方
巻
を
食
べ
る
家
庭
が
増
え

て
き
た
そ
う
で
す
。
恵
方
巻
は
、

関
東
地
方
に
古
く
か
ら
伝
わ
り
、
節

分
に
食
べ
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ

る
太
巻
き
の
こ
と
。
そ
の
食
べ
方
は

特
徴
的
で
、
そ
の
年
の
縁
起
が
良
い

方
角
（
恵
方
）
を
向
い
て
１
本
丸
ご

と
か
ぶ
り
つ
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
本
来
は
具
材
も
決
ま
っ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
最
近
で
は
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
な
ど
で
も
恵
方
巻
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
甘
い
物
が
大
好
き
な
私

に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。　
　
（
Ｓ
）株式会社西川印刷

（再生紙使用）

１月22日（土）、菊池市総合
体育館で第３回菊池ふるさとか
るた大会が開催されました。最
後の一枚まで、真剣な表情で見
つめていました。
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豊かな水と緑、
光あふれる
田園文化のまち

紙面より

編
集
後
記

七多セ七多セ七多セ

菊池市役所は、環境管理の国際規格「ＩＳＯ14001」を認証取得しています 

　 　　（対前月比）　
■人口：51,640人　　　（－13）
　男性：24,768人　　　　（－8）
　女性：26,872人　　　　（－5）
　世帯：17,958世帯　 （５）

菊池市の家計簿
市県民税・所得税申告のしおり
第８回菊池わいふのひなまつり
菊池市成人式
菊池市奨学資金貸付の申請を
受け付けます
ワカサギ釣り大会参加者募集
第11回市民フォーラムを
開催します

 2
 4
 7
10 
     
26  
 29
 
 30
 

２月の行事予定
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

１ ２ ３ ４ ５
３・４カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）　
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　泗支所

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

第２回おはなし
講座
13:30 ～15:00
泗　図

６ ７ ８ ９ 10 11 12
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所

社会保険
出張相談所開設　
10:00 ～15:00
（要予約）　菊中公
６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

献　血　
9:30 ～12:00/
12:30 ～16:00　
泗支所
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

生涯学習
フェスティバル
9:00 ～　菊文館
きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会　
11:00 ～　泗　図

13 14 15 16 17 18 19
育児相談　
９:30 ～10:30
（受付）　西部セ
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　菊中公

育児教室　
9:30 ～10:00
（受付）　西部セ
弁護士相談　
9:00 ～12:00
（要予約）、
行政相談　
10:00 ～12:00　
菊中公

３歳児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　泗　公

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館
男女共同参画専門
委員相談　
13:30 ～16:30　
菊中公

お楽しみ会　
10:30 ～　菊公図
古典を楽しむ会　
14:00 ～　泗　図

20 21 22 23 24 25 26
お楽しみ会　
14:00 ～　泗　図

健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　旭支所
納税相談夜間窓口
開設（～1/25まで）
～20:00　徴税課

弁護士相談　
9:00 ～12:00
（要予約）　泗福セ
２歳児歯科健診　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館

おはなしの部屋　
11:00 ～　泗　図
３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

第11回
市民フォーラム
10:00 ～12:00
菊文館
きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会　
11:00 ～　泗　図

27 28 ３/１ ３/２ ３/３ ３/４ ３/５
軽トラ朝市　
７:30 ～11:30　
迎町・中央通り・
立町

健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　七多セ

３・４カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）　
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

６・７カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　泗　公

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

３/６ ３/７ ３/８ ３/９ ３/10 ３/11 ３/12
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所

弁護士相談　
9:00 ～12:00
（要予約）、
行政相談　
10:00 ～12:00　
七多セ
６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

１歳６カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家
献　血　
９:30 ～11:30/
12:30 ～13:30
旭　公



歳入決算額
250 億 5,438 万 4 千円

歳出決算額
239億 4,544万 7千円 菊

池
市
の
家
計
簿
平
成
21
年
度
決
算
問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
５

平
成
21
年
度一般
会
計
決
算
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

市債および基金の現在高（一般会計）

区　分 平成21年度末
現在高

市民１人
あたりに換算

市債（国などから借りたお金） 256億7,373万7千円 496,043円

基金（市が蓄えているお金） 82億7,135万5千円 159,811円

※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計
※平成 22年３月末人口：51,757 人で算出

平成 21年度各特別会計別決算状況
特別会計名 歳入 歳出

国民健康保険事業特別会計 61億9,947万7千円 61億8,641万1千円

老人保健医療事業特別会計 2,848万4千円 1,970万7千円

後期高齢者医療事業特別会計 4億7,414万2千円 4億7,288万9千円

介護保険事業特別会計 43億3,841万3千円 42億5,469万3千円

簡易水道事業特別会計 2億6,620万6千円 2億6,451万5千円

公共下水道事業特別会計 11億4,277万4千円 11億4,277万4千円

特定環境保全公共下水道事業特
別会計 5億7,160万1千円 5億7,075万4千円

地域生活排水処理事業特別会計 9,481万3千円 9,481万1千円

農業集落排水事業特別会計 5億6,479万円 5億6,478万9千円

特別養護老人ホーム特別会計 5億9,865万9千円 5億9,521万3千円

用語の説明

議会費 総務費

4,685円 71,520円

民生費 衛生費

129,552円 30,719円

農林水産業費 労働費

1,223円36,725円

商工費

6,815円

土木費

51,622円

消防費

17,661円

教育費

44,852円

災害復旧費

1,696円

公債費

65,581円

自主財源
73億 2,578万 5千円

29.2％
依存財源

177億 2,859万 9千円
70.7％

市税
50億 1,623万円

20.0%

総務費
37億 162万 2千円 

15.4%

地方譲与税・交付金など 
11億 912万 2千円

4.4%

議会費
2億 4,247万 8千円 

1.0%

教育費
23億 2,142万 1千円 

9.7%

使用料および手数料 
4億 5,822万 8千円 

1.8%

財産収入・寄附金・諸収入
4億 4,429万 6千円

1.8%

繰入金
4億 7,407万 9千円 

1.9%

繰越金
5億 3,749万 2千円 

2.1%
県支出金

16億 9,618万 4千円
6.8%

国庫支出金
41億 3,905万 8千円

16.5%

商工費
3億 5,274万 3千円 

1.5%

労働費
6,327万 5千円

0.3%

農林水産業費
19億 79万 6千円

7.9%

衛生費
15億 8,992万 7千円 

6.6%

地方交付税
84億 4,268万 8千円 

33.7%

土木費
26億 7,179万 3千円 

11.2%

消防費
9億 1,409万 1千円 

3.8%

公債費
33億 9,425万 3千円 

14.2%

災害復旧費
8,779万 3千円

0.4%

民生費
67億 523万 5千円

28.0%
市債

23億 4,154万 7千円
9.3%

　

平
成
22
年
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
の
決

算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
と
は
、
平
成
21
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
歳
入

歳
出
の
実
績
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模

は
、
歳
入
２
５
０
億
５
、
４
３
８
万
４
千

円
（
対
前
年
度
比
10
．４
％
増
）
、
歳
出

２
３
９
億
４
，
５
４
４
万
７
千
円
（
対
前
年

度
比
10
．３
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
の
差
額
は

11
億
８
９
３
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
普
通
交
付
税
な
ど
の
増

額
お
よ
び
経
済
危
機
対
策
交
付
金
に
か
か
わ

る
事
業
の
増
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
前
年

度
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
自

主
財
源
で
あ
る
市
税
の
収
入
は
、
景
気
低
迷

の
影
響
に
よ
り
対
前
年
度
比
７
．
２
％
マ
イ

ナ
ス
と
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
の
主
な
も

の
と
し
て
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
、
小
中
学
校
耐
震

推
進
事
業
、
観
光
施
設
整
備
事
業
、
次
世
代

育
成
ハ
ー
ド
交
付
金
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市税　市民税や固定資産税など、皆さんに納め
ていただいたお金
分担金および負担金
　保育所の保育料などとして入ってきたお金
使用料および手数料
　公営住宅の家賃などとして入ってきたお金
財産収入・寄附金・諸収入　市が持っている土地
や建物の貸し付けなどで入ってきたお金
繰入金　基金などから繰り入れたお金
繰越金　前年度から繰り越したお金
市債　市が国などから借りたお金
県支出金
　市の特定事業に対して、県から交付されたお金
国庫支出金
　市の特定事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税
　国税（所得税・法人税・酒税など）の一部から、市
の財政状況に応じて交付されたお金
地方譲与税・交付金など　国税の一部を一定の
基準で市に譲与されたお金
自主財源　市税や負担金などで、市が自主的に
収入しているもの
依存財源　地方交付税や国・県支出金および市
債などで、市が自主的に収入を確保できないもの
労働費　緊急雇用対策にかかわる費用

平成21年度に使われたお金（一般会計）を市民１人あたりに換算すると   462 , 651円（平成22年３月末人口51 ,757人で算出）
費目ごとの内訳

平成21年度に納められたお金（一般会計・市税）を市民１人あたりに換算すると 　96 ,919円（平成22年３月末人口51 ,757人で算出）

分担金および負担金
3億 9,546万円

1.6%
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市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
は
市
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
基
礎

に
な
る
も
の
で
、
申
告
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、

各
種
税
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

市
内
全
域
で
地
区
割
り
し
て
い
ま

せ
ん
。
期
間
後
半
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

め
に
申
告
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※ 

譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株

式
）
な
ど
の
あ
る
人
、
住
宅
借
入

金
な
ど
特
別
控
除
を
受
け
る
人
、

肉
用
牛
売
却
所
得
の
免
税
を
受
け

る
人
は
税
務
署
で
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

○ 

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

本
市
に
提
出
さ
れ
、
ほ
か
に
所
得

の
な
い
人

○
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る
人

　

税
務
署
か
ら
封
書
を
送
ら
れ
て
い

　

る
人
は
税
務
署
で
確
定
申
告
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○ 

昭
和
21
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
65
歳
以
上
で
、
収
入
が
国
民

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
の
み
。
支

給
額
が
１
４
８
万
円
以
下
の
人
。

た
だ
し
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産

（
小
作
料
含
む
）
・
そ
の
他
の
所

得
の
あ
る
人
は
除
き
ま
す
。

　

申
告
時
に
は
必
ず
「
収
支
内
訳

書
」
を
記
入
し
て
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
作
成
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

作
成
終
了
後
に
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
農
業
収
入
の
あ
る
人
は
、
農
業

収
支
内
訳
書
を
市
役
所
ま
た
は
税
務

署
か
ら
送
付
し
て
い
る
農
業
収
支
内

訳
書
に
記
入
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

　

所
得
額
か
ら
差
し
引
く
（
控
除
す

る
）
も
の
が
あ
れ
ば
、
必
ず
証
明
書

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
印
か
ん
（
認
印
）

○ 
収
入
（
所
得
）
を
証
明
で
き
る
資
料

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
確
定
申
告
の
作
成
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
画
面
案
内
に
従
い
金
額
な
ど

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告
書

な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

　

ま
た
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
作

成
す
る
と
、
電
子
申
告
（
e
‐

T
a
x
）
に
よ
り
申
告
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
e
‐

T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。http://w

w
w
.e-tax.nta.

go.jp

平
成
22
年
分
確
定
申
告
の

納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　

３
月
15
日
（
火
）

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

３
月
31
日
（
木
）

金
融
機
関
か
ら
の
自
動
振
替
の

振
替
日

・
申
告
所
得
税　

４
月
22
日
（
金
）

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

４
月
27
日
（
水
）

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合

ま
た
は
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得

金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納

税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い

ま
す
。
所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く

計
算
し
、
申
告
と
納
税
は
、
期
限
内

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
な

ど
で
も
結
構
で
す
。
早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

開
設
期
間　

２
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
３
月
15
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

土
・
日
を
除
く
。
e
‐
T
a
x
に

よ
る
送
信
・
郵
送
提
出
・
時
間
外

収
受
箱
へ
の
申
告
書
提
出
は
可
能

で
す
。

　

納
税
は
、
口
座
振
替
が
安
心
・
便

利
・
確
実
で
す
。
ま
た
、
税
務
署
員

を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
場
合
は
、
税
務
署
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・ 

源
泉
徴
収
票
（
公
的
年
金
含
む
）
、

支
払
い
証
明
書

・ 

農
業
所
得
や
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
の
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書

（
記
入
済
み
）
、
帳
簿
類
、
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
（
明
細
書

な
ど
）

○ 

各
種
領
収
書
（
収
支
内
訳
書
に
記

入
さ
れ
て
い
る
人
は
不
要
）
ま
た

は
証
明
書

○ 

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
（
個
人
ご

と
に
仕
分
け
し
、
そ
れ
を
病
院
ご

と
に
仕
分
け
し
て
計
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
）
、
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
、
社
会
保
険
料
（
国

民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金
な
ど
）
、

障
害
者
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
な
ど

○ 

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望
す

る
人
は
、
通
帳
と
通
帳
届
出
印
か

ん

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
本
市
に

住
ん
で
い
た
人
で
、
前
年
中
に
次
の

所
得
が
あ
っ
た
人
は
申
告
が
必
要
で

す
。

○
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

・ 

中
途
退
職
な
ど
に
よ
り
、
年
末
調

整
が
で
き
て
い
な
い

・ 

給
与
所
得
の
他
に
、
家
賃
や
小
作

料
、
農
業
所
得
、
雑
所
得
な
ど
の

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
は
、
基
準
に

応
じ
て
障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障

害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
告

の
際
に
は
、
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
生
き
が
い
推
進
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
民
生
課
か
ら
認
定
書
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

農
業
収
入
の
あ
る
人　

販
売
伝
票
や

必
要
経
費
の
領
収
書
を
整
理
し
、
収

支
内
訳
書
へ
記
入
し
て
申
告
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
収
支
内
訳
書
の
作
成

が
な
い
場
合
は
、
そ
の
場
で
自
書
に

よ
る
作
成
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
受
付
順
が
替
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
前
回
、
農
業
収
入
の
申
告
を
市
役

　

所
で
行
っ
て
い
る
人
に
は
１
月
中

　

旬
に
収
支
内
訳
書
を
郵
送
し
て
い

　

ま
す
。

　

ど
の
会
場
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

都
合
の
よ
い
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

受
付
会
場

　

税
務
課
（
４
番
窓
口
）

　

七
城
総
合
支
所
１
階
税
務
係

　

旭
志
総
合
支
所
１
階
税
務
係

　

泗
水
総
合
支
所
２
階
大
会
議
室

受
付
時
間

　

午
前
の
部　

午
前
８
時
40
分

　
　
　
　
　
　

〜
午
前
11
時

　

午
後
の
部　

午
後
１
時

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
４
時

　

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
の
送
付

が
あ
る
人
は
、
同
封
さ
れ
て
い
る
収

支
内
訳
書
を
使
用
し
て
税
務
署
で
申

告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

所
得
が
あ
っ
た

・ 

医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
な
ど

を
受
け
て
い
る

・ 

本
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
な
い
（
提
出
の
有
無
は

勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

・ 

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
た

○ 

営
業
、
農
業
、
保
険
外
交
員
そ
の

他
事
業
不
動
産
、
配
当
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人

○ 

大
工
、
左
官
な
ど
の
賃
金
、
内
職

の
手
間
賃
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

人

　

前
年
中
に
病
気
や
失
業
な
ど
で
所

得
の
な
か
っ
た
人
、
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
て
ほ
か
に

所
得
が
な
い
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

期
間
内
の

申
告
を
忘
れ
ず
に

市
県
民
税
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

所
得
の
な
か
っ
た
人
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

申
告
を

し
な
く
て
も
よ
い
人

市
県
民
税
の

申
告
受
付
会
場

確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー

を
提
供
し
て
い
ま
す

税
務
署
か
ら
問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
税
務
署　
☎
０
９
６
８（
25
）２
１
２
１

確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

確
定
申
告
会
場
は

菊
池
税
務
署
で
す

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

市県民税・所得税申告のしおり
申告期間 ２月16日（水）～３月15日（火）（土曜・日曜を除く） 問い合わせ先

税務課市民税係　☎09 6 8（2 5）72 0 6

事
業
所
得
を
申
告
す
る
人

要
介
護
者
の
障
害
者
控
除

２月の「税」の納期限
２月28日（月）

問い合わせ先　税務課　
　　　　　　　☎0968（25）7206

●国民健康保険税第８期
※ 口座振替を利用している人は、
２月25日（金）に振替を行いま
すので、残高の確認をお願いし
ます。
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菊池わいふのひなまつり

ＪＲ熊本駅～菊池市（菊池温泉）間に

開催期間　２月３日（木）～３月21日（祝）

問い合わせ先　菊池温泉さくらまつり実行委員会　☎0968（25）0513

えこめ牛モ～１品キャンペーン

第
８
回

九州新幹線「さくら」 に接続します

特急バス「きくち温泉ＧＯ！」 

菊池わいふのひなまつり

問い合わせ先
熊本電鉄（株）
辻久保総合営業所　☎096（242）4300
企画振興課　☎0968（25）7250

登場！

　３月12日（土）、九州新幹線が全線開業します。
　本市と熊本電鉄㈱は、菊池市を訪れる人の利便性の確保と新た
な観光客の誘致を図るため、２月11日（祝）からJＲ熊本駅と菊池市
（菊池温泉）間を運行する特急バス「きくち温泉GO！(号)」の運行
を開始します。
　56カ所の停留所に停車する通常便から、停留所を10カ所に厳
選しました。運行時間も、通常便に比べて20分程度短縮されます。
運賃は通常便と同額で、熊本駅と菊池温泉間の場合820円になり
ます。

野
のだて
点

と　き　２月11日（祝）、３月５日（土）午前11時～午後３時
ところ　菊池夢美術館
菊池女子高等学校生徒による茶道のお手前を、各日限定100
席用意してお待ちしています。
ゆめ雛まつり
と　き　３月３日（木）午前11時～午後３時
ところ　菊池夢美術館
菊池温泉おかみ湯

ゆ
恵
め
の会手づくりのちらし寿司やお菓子、温泉

珈琲を無料で振る舞います。
吊るし雛展示
と　き　２月15日（火）～３月13日（日）
ところ　わいふ一番館
将軍木横に建つ土蔵造りのわいふ一番館で吊るし雛を展示し
ます。華やかな空間で楽しいひと時を過ごしてください。
隈府商店街雛祭り
と　き　２月５日（土）、２月６日（日）
ところ　隈府商店街
商店街数カ所に雛飾りを展示しています。市内幼稚園や保育
園の園児たちが作ったお雛さまもあります。

なりきり十二単着付体験
と　き　２月３日（木）～３月27日（日）午前10時～午後２時
ところ　菊池夢美術館
菊池温泉おかみ湯恵の会メンバー手作りの十二単着付け体験
が無料でできます。記念撮影場所もありますので、雛祭りの記
念に体験してみませんか？
イケ姫コンテスト
着付体験で十二単を着た写真を撮影し、人気投票でイケている
お姫さまが決まります。選出された上位３人のイケ姫にはお楽
しみ賞品もあります。詳しい内容は事務局へ問い合わせてくだ
さい。
　この他にも、菊池散策などのイベントをたくさん用意してい
ます。詳しい内容は、商工観光課などに設置してあるチラシを
ご覧いただくか、実行委員会へ問い合わせてください。

　「えこめ牛」は、エコと米をかけて名付けられたJA菊池
のオリジナルブランド牛です。菊池のおいしいお米で育て
られたえこめ牛は、軟らかくて冷めてもおいしいと評判で
す。
　さくらまつりの期間中、宿泊などで菊池温泉観光旅館
協同組合加盟の10施設を利用した人に、えこめ牛を使っ
た料理をもう１品サービスします。料理の内容などは施設
によって異なりますので、詳しい内容は問い合わせてくだ
さい。
期　間　２月３日（木）～４月３日（日）
申込方法　予約の際に必ず「えこめ牛モ～１品キャンペー
ン」と伝えてください。
問い合わせ先
　菊池温泉観光旅館協同組合　☎0968（25）2926

時刻表
きくち温泉GO のぼり 九州新幹線

停
留
所
名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 新
幹
線
に
接
続

熊
本
駅
発

博
多
駅
着

新
大
阪
駅
着

菊
池
温
泉

・市
民
広
場
前

菊
池
プ
ラ
ザ

泗
水

辻
久
保

御
代
志

黒
石
下

藤
崎
宮
前

通
町
筋

交
通
セ
ン
タ
ー

熊
本
駅
前

第１便 8：41 8：46 8：57 9：02 9：08 9：11 9：29 9：34 9：39 9：49 ⇒ 10：24 11：02 13：44
第２便 9：31 9：36 9：47 9：52 9：58 10：01 10：19 10：24 10：29 10：39 ⇒ 11：20 12：02 14：44
第３便 12：41 12：46 12：57 13：02 13：08 13：11 13：29 13：34 13：39 13：49 ⇒ 14：24 15：02 17：44
第４便 14：42 14：47 14：58 15：03 15：09 15：12 15：30 15：35 15：40 15：50 ⇒ 16：24 17：02 19：44

九州新幹線 きくち温泉GO くだり

新
大
阪
駅
発

博
多
駅
発

熊
本
駅
着

き
く
ち
温
泉
G
O

に
接
続 停

留
所
名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
熊
本
駅
前

交
通
セ
ン
タ
ー

通
町
筋

藤
崎
宮
前

南
小
学
校
前

御
代
志

辻
久
保

泗
水

菊
池
プ
ラ
ザ

菊
池
温
泉

・市
民
広
場
前

6：50 9：49 10：27 ⇒
第１便 11：10 11：18 11：23 11：27 11：40 11：49 11：55 12：00 12：11 12：18

7：50 10：17 10：50 ⇒
8：59 11：41 12：19 ⇒ 第２便 12：39 12：47 12：52 12：56 13：09 13：18 13：24 13：29 13：40 13：47
10：59 13：41 14：19 ⇒ 第３便 14：40 14：48 14：53 14：57 15：10 15：19 15：25 15：30 15：41 15：48
12：59 15：41 16：23 ⇒ 第４便 16：43 16：51 16：56 17：00 17：13 17：22 17：28 17：33 17：44 17：51

特急バス「きくち温泉GO！」に使用するバスには、
菊池渓谷などがラッピングされる予定です。

※時刻表は、変更になる場合があります。乗車される際は、熊本電鉄（株）へ時刻の確認をされてからご利用ください。
※高速バスの西合志バス停には、黒石下バス停（のぼり）、南小学校前バス停（くだり）が最寄りのバス停となります。

アタリ

菊池わいふのひなまつりを開催します。菊池夢美術館に
約 350 体の雛人形が一堂に展示され、期間中は吊るし雛
の展示やなりきり十二単着付体験、野点などさまざまな
イベントも開催されます。

わいふ一番館での吊るし雛展示

62011 February広報きくち7 2011 February広報きくち



社
会
教
育
係
の
仕
事

文
化
の
振
興
と

文
化
財
の
保
存
保
護

公
民
館
係
の
仕
事

第 10 弾　生涯学習課
今 年 の し ご と
シリーズ

問い合わせ先　生涯学習課　☎ 0968（25）7232

出
前
講
座

　

社
会
教
育
係
で
は
出
前
講
座
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
仕
事
を
講
座
に
メ

ニ
ュ
ー
化
し
、
市
職
員
が
地
域
や
グ
ル
ー
プ

へ
お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
65
の
講
座
が
あ

り
、
特
に
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
関
す

る
講
座
の
希
望
が
多
い
よ
う
で
す
。

青
少
年
関
係

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
や
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
な
ど
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
犯
罪
防
止
の
た
め
の
活
動
を
中
心
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
子
ど
も
た
ち
か

ら
標
語
を
募
集
。
３
０
０
本
の
標
木
を
作
成

し
、
各
行
政
区
や
学
校
に
建
て
て
い
た
だ
く

よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

体
験
学
習

　

ふ
る
さ
と
か
る
た
大
会
・
土
曜
体
験
教

室
・
子
ど
も
料
理
教
室
・
育
成
キ
ャ
ン
プ
・

わ
ん
ぱ
く
広
場
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験

学
習
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
議
会
で
は
実

際
に
議
場
を
使
い
、
中
学
生
議
員
に
よ
る
委

員
会
報
告
と
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
公
民
館

　

各
地
域
に
あ
る
自
治
公
民
館
（
集
落
公
民

館
・
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
の
活
動
推
進
の

た
め
、
活
性
化
と
施
設
整
備
な
ど
の
補
助
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

図
書
室

　

中
央
・
七
城
・
旭
志
公
民
館
に
図
書
室
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
中
央
公
民
館
図
書
室
に

は
約
２
万
冊
、
七
城
・
旭
志
図
書
室
に
は
そ

れ
ぞ
れ
約
６
、
０
０
０
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま

す
。
２
月
か
ら
は
、
各
図
書
室
に
図
書
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
泗
水
図
書
館
と
各
図

書
室
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
蔵
書
の
検
索
や
本
の
貸
し
出
し

方
法
な
ど
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
、
市
民
の
た

め
の
身
近
な
図
書
室
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

主
催
講
座

　

公
民
館
で
は
教
養
や
実
用
、
趣
味
な
ど
が

気
軽
に
学
べ
る
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
、

語
学
講
座
、
教
養
健
康
講
座
、
料
理
講
座
、

歴
史
講
座
、
家
庭
教
育
・
青
少
年
講
座
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
定
期
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
座
で
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
住
民
の
暮
ら

し
や
地
域
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
部
講
座
で
は
自
ら
実
施
し
て
い
く
自
主

講
座
へ
発
展
し
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
講
座
で
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る
な
ど
活
発

な
地
域
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

文
化
の
振
興

○
市
民
会
館

　

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
文
化
会
館
と
泗

水
ホ
ー
ル
か
ら
な
る
市
民
会
館
が
あ
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
管
理
運
営
を
委
託

し
、
地
域
の
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共

同
に
よ
る
事
業
や
音
楽
・
演
劇
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
自
主
事
業
を
展
開
し
、
文
化
の
振
興
に

務
め
て
い
ま
す
。

○
泗
水
図
書
館
・
わ
い
ふ
一
番
館

　

両
施
設
と
も
に
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
図
書
の
充
実
と
利
用
者
増
加

を
図
り
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
独
自
の
事

業
開
催
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
図
書
館
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
番
館
は
市
民
が
持
ち
寄
る
作
品
を

展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
「
ま
ち
づ
く

り
寄
合
所
」
と
「
ま
ち
か
ど
資
料
館
」
の
２

棟
が
あ
り
ま
す
。
資
料
館
で
は
発
掘
さ
れ
た

土
器
な
ど
の
展
示
・
民
俗
芸
能
・
菊
池
一
族
、

ま
た
菊
池
の
文
教
に
関
わ
る
人
物
な
ど
を
紹

介
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
保
護

　

本
市
に
は
各
地
域
に
多
く
の
文
化
財
が
点

在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遺
産
を
後
世
に
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
指
定

文
化
財
も
美
術
工
芸
品
・
建
造
物
・
史
跡
・

民
俗
芸
能
な
ど
多
く
の
種
別
に
分
か
れ
て
お

り
、
現
在
１
４
４
件
の
国
・
県
・
市
の
指
定

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
中
の
埋
蔵
文

化
財
は
、
市
内
全
域
に
無
数
の
包
蔵
地
が
あ

り
、
住
宅
建
設
・
ほ
場
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
開
発
に
対
応
す
る
た
め
、
開
発
に
あ
た
っ

て
は
確
認
調
査
や
本
発
掘
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

文
化
財
は
市
民
、
ま
た
県
民
・
国
民
の
財

産
で
あ
り
、
こ
の
文
化
財
を
大
切
に
保
存
保

護
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
仕
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

公
民
館

　

菊
池
市
に
は
中
央
公
民
館
、
泗
水
公
民
館
、

七
城
公
民
館
、
旭
志
公
民
館
の
４
館
が
あ
り
、

市
民
の
憩
い
の
場
・
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
の
支
館
を
、
龍
門
、

迫
間
、
水
源
、
戸
崎
、
花
房
の
５
地
区
に
設

置
し
、
指
定
管
理
制
度
に
よ
り
運
営
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
交
流
・
集
い
の
場
と
し
て
多

く
の
市
民
が
利
用
し
、
公
民
館
活
動
の
積
極

的
な
推
進
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国登録有形文化財（建造物）「姫
井橋」
　大正 14年、木材運搬のため
の馬車を渡すことが目的で架け
られたもので「馬橋」とも呼ば
れています。径の太いアーチ部
から路面を吊り下げる「下路式」
の鉄筋コンクリートアーチ橋と
しては日本最古とされています。
平成 22 年１月 15 日、国登録
有形文化財に選定されました。

子ども議会

ボランティア
ヨ ー ガ 教 室
（上）
古武術介護教
室（右）

子育て学級

菊池市文化会館

松囃子能場（左）、発掘現場（右） 土曜体験教室（左）、ふるさとかるた大会（右）

生涯学習課では、公民館などで生涯学習の場としてさま
ざまな講座・学級を開催し、多くの市民が参加しています。
また青少年の健全育成、図書の充実、菊池一族をはじめ
とする文化財保護など幅広い分野で社会教育の充実に努
めています。

82011 February広報きくち99 2011 February広報きくち



二十歳
　の誓い

菊池市成人式

　

成
人
式
と
い
う
人
生
の
大
き
な
節
目
を
、

共
に
学
び
親
し
ん
だ
友
人
た
ち
と
迎
え
ら
れ

た
こ
と
、
ま
た
両
親
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
育
っ
た
こ
の
菊
池
で
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
二
十
歳

に
な
る
直
前
ま
で
、
10
代
で
や
り
残
し
た
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
家
族
な
ど
か
ら
「
こ
れ
か
ら
で
き

る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
教
え
ら
れ
、

と
て
も
う
れ
し
く
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
式
に
合
わ
せ
て
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る
計
画
を
た
て

ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
プ
４
０
０
個
で
10
円
の
ワ

ク
チ
ン
と
交
換
で
き
ま
す
。
一
人
分
の
ワ
ク

チ
ン
は
20
円
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
小

さ
な
こ
と
で
も
一
人
の
子
ど
も
の
命
が
救
え

ま
す
。
こ
ん
な
身
近
に
世
界
の
手
助
け
に
な

る
機
会
が
あ
る
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
集

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
継
続
と

い
え
ば
、
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
日
記
を
書

き
始
め
ま
し
た
。
誰
に
も
見
せ
な
い
の
で
、

不
満
や
悩
み
も
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

カ
月
前
に
と
て
も
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
今
で

は
笑
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
少
し
ず
つ

成
長
が
目
に
見
え
て
楽
し
い
で
す
。
こ
れ

は
自
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
学
生
で
す
が
、
日
記
と
同
じ
よ
う
に
楽

し
く
続
け
ら
れ
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を

見
つ
け
た
い
で
す
。

　

最
近
ま
で
、
大
学
に
行
っ
て
い
る
意
味
が

見
つ
か
ら
な
く
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
今
は

尚
絅
大
学
文
化
言
語
学
部
の
学
生
と
し
て
日

本
の
文
化
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

特
に
韓
国
語
を
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
て
、
ハ

ン
グ
ル
検
定
や
学
内
の
弁
論
大
会
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
何
か
に
力
を
注
げ
る
こ
と
は
幸

せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
19
歳
ま
で
は
何

か
に
進
ん
で
挑
戦
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
失

敗
を
避
け
る
こ
と
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
成
人
式
の
実
行
委
員
に
な
る
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
何
事
に
も

挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

　

愛
情
を
込
め
て
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
は
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
い
つ
で

も
私
の
気
持
ち
を
尊
重
し
て
く
れ
て
、
と
て

も
幸
せ
な
環
境
で
育
て
ら
れ
た
こ
と
を
強
く

実
感
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
気
持
ち

を
真
っ
す
ぐ
貫
く
根
気
強
い
大
人
に
な
れ
る

よ
う
に
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

１
月
９
日
（
日
）
、
文
化
会
館
で
菊
池
市

成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成

人
は
６
１
６
人
で
す
。

　

成
人
式
実
行
委
員
会
の
佐
々
ま
す
み
さ
ん

に
よ
る
司
会
と
七
城
天
守
太
鼓
保
存
会
に
よ

る
太
鼓
演
奏
で
始
ま
っ
た
式
に
は
、
新
成
人

約
５
０
０
人
と
保
護
者
、
関
係
者
な
ど
が
集

ま
り
ま
し
た
。
野
村
恭
之
介
さ
ん
に
よ
る
開

式
の
言
葉
に
続
き
、
福
村
市
長
か
ら
式
辞
が

あ
り
ま
し
た
。
濱
上　

渚
さ
ん
が
来
賓
紹
介

と
祝
電
の
披
露
を
行
い
、
佐
々
さ
ん
へ
司
会

を
交
代
し
ま
し
た
。

　

暗
転
し
た
ス
テ
ー
ジ
が
明
る
く
な
る
と
、

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
当
時
担
当
な
ど

で
関
わ
り
の
あ
る
先
生
た
ち
６
人
が
現
れ

ま
し
た
。
当
時
菊
池
北
中
学
校
に
赴
任
し
て

い
た
澤
田
み
ほ
先
生
は
「
大
事
な
の
は
友

達
。
相
談
や
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
え
る
、
そ

ん
な
友
達
を
ず
っ
と
大

事
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。
立
派
な
社
会
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

新
成
人
へ
お
祝
い
の
言

葉
を
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
当
時
旭
志
中
学
校

に
赴
任
し
て
い
た
久
保

敦
嗣
先
生
は
「
責
任
と

自
覚
を
持
っ
た
大
人
に

な
り
、
あ
き
ら
め
な
い

強
い
心
を
持
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
選
挙
に

参
加
し
て
、
菊
池
を
担

う
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
新
成
人
に
４

つ
の
約
束
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
当
時
泗
水
中
学
校
に
赴

任
し
て
い
た
浦
田
安
之
先
生
か
ら
「
20
年
間

育
て
て
く
れ
た
家
族
に
『
あ
り
が
と
う
』
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
長
い
人
生
に
は
た
く
さ

ん
の
困
難
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
感
謝
の

気
持
ち
を
持
ち
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
き

て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
井
手
裕
美

子
さ
ん
と
城　

慎
一
郎
さ
ん
が
二
十
歳
の
誓

い
を
行
い
、
坂
本
千
遥
さ
ん
が
交
通
安
全
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
実
行
委
員
長

で
あ
る
井
上　

航
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
の
人

生
で
苦
難
に
遭
う
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
立

ち
向
か
う
人
間
に
な
り
た
い
」
と
こ
れ
か
ら

の
抱
負
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
新
成
人
た
ち
は
出
身
中
学
ご

と
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
懐
か
し
い
友
達
な

ど
と
新
し
い
門
出
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。 ①右から成人式実行委員会の井上　航委員長、野村恭之介さん、井手裕美子さん、城　慎一郎さん、坂本千遥さん、濱上　渚さん。実行委

員会は、司会の佐々さんを含め７人で活動。教育委員会と共に昨年９月頃から会議を重ねました②七城天守太鼓保存会による太鼓演奏③④
晴れやかな着物やスーツ姿の新成人たちが、文化会館に集まりました

①司会を務めた佐々ますみさん②喜納政直先生（当時菊池南中
学校）③実行委員会の呼びかけで行われたペットボトルキャッ
プ回収④横田正美先生（当時七城中学校）

井手裕美子さん
（泗水中学校出身）

平成 22 年 度

１

４

２ 3

１

２

３ ４

102011 February広報きくち1111 2011 February広報きくち



　

第42回九州地区子ども
会育成連絡協議会表彰

子どもたちへの教育活動に
役立ててと寄付

11/26
（金）

11/13
（土）

12/１
（水）

表彰された稲田さん寄付金を手渡すスポーツダンスきくち代表竹下さん（左）

蒲島知事（左中央）と意見を交わす参加者たち アーティストの皆さん

　九州地区子ども会育成連絡協議会が大分市のコン
パルホールで開催され、熊本県より菊池市子ども会
育成協議会の稲田壽昭さんが表彰されました。稲田
さんは去年の熊本県子ども会連合会総会でも表彰さ
れており、２年連続での受賞となります。日ごろよ
り子ども会活動にご尽力いただき、泗水町だけでな
く菊池市全体の子どもたちが健全に育つようご指導
されています。

　スポーツダンスきくち（竹下美恵子代表）から、
子どもたちの教育活動に役立ててほしいと菊池市教
育委員会へ約７万円の寄付がありました。これは同
団体が昨年11月に開いたチャリティーダンスパー
ティで集めた参加費などから収益金を寄付したもの
です。ダンスパーティには 190人が参加し、社交
ダンスやダンス愛好者同士のふれあいを楽しみまし
た。今後、市内の小中学校において有効に活用させ
ていただきます。ご寄付、ありがとうございました。

　蒲島知事と地域住民が意見交換を行うくまもと夢
トークｉｎ菊池が、泗水総合支所と夢美術館の２カ
所で開催されました。夢美術館には、菊池市商工会
青年部や菊池温泉旅館女将湯恵の会などから代表者
が集まりました。参加者からは「合併した４地域を
まとめて大きな祭りができないか。新幹線戦略があ
ると思うが、観光に対する予算が新幹線開通後、数
年で減っていかないようにしてほしい」などの要望
が出され、活発な意見が交わされました。

                             
「やねだん」に本気で学ぶ

くまもと夢トークｉｎ菊池が
開催されました

11/30
（火）

　やねだん創世塾研修報告会・村おこし決起大会が
太田区で開催され、区民など約50人が参加しまし
た。同会では、やねだんへの視察研修などの報告が
行われました。また地区の活動や取り組みの経過と
報告、今後の展開について村起こしの発起人である
迫　栄一さんが「子どもたちが太田に生まれて本当
によかったと誇れるような地域にしよう」と思いを
語りました。当日は、やねだんアーティスト６人も
参加し、自らの活動などを話しました。

　　　　　　　　　　　
菊池一膳会が植樹活動

　　　　　　　　　　　
人権週間街頭啓発活動

12/９
（木）

11/29
（月）

植樹活動をする菊池一膳会の会員たちグッズを配る人権擁護委員の皆さん

大臣表彰を受賞した
早川さん 富岡楓實代さん

　菊池市の若手料理人で作る菊池一膳会 (堀田陽平
会長 )から、桜の木（ソメイヨシノ）６本の寄付が
ありました。寄付された桜の木は、菊池一膳会の会
員たちが、菊池公園へ植樹しました。菊池一膳会で
は、桜の名所である菊池公園を子どもたちに残した
いとの思いから、今回の活動を企画されたとのこと
です。今後とも訪れる人が気持ちよく利用されるよ
う、公園整備に努めます。ご寄付ありがとうござい
ました。

　熊本地方法務局山鹿支局（杉本孝敏支局長）と山
鹿人権擁護委員協議会（岩﨑義郎会長）の委員１４
人が、菊池市内のスーパーマーケットで買い物客に
人権啓発のグッズを配りました。
　12月４日（土）から 12月 10 日（金）までの
人権週間に併せた取り組みで、委員たちは「身の回
りにある人権を大切にし、困ったことがあったら何
でも人権擁護委員に相談してください」と呼びかけ
ていました。

　早川征也さんが、火薬類の保安に関する業務に永
年携わり、火薬類の保安管理や教育に功績のある人
へ贈られる火薬類保安経済産業大臣表彰で、保安功
労者を受賞しました。早川さんは熊本県火災保安協
会で火薬類巡回指導員を務めて30年になり、現在
は委員長としても活躍。火薬類の事故などが起きな
いよう関係団体へ指導を行っています。早川さんは
「受賞できたのは
仲間のおかげ。こ
れからも事故のな
いよう指導してい
きたい」と笑顔を
見せました。

　　　　　　　　　　　
九州大学で館外研修

平成22年度火薬類
保安経済産業大臣表彰

12/４
（土）

12/３
（金）

　日本統合医療学会九州支部大会・ヨーガ部会設立
記念発表会に、ヨーガボランティア養成講座に参加
する17人が館外研修として参加しました。九州大
学医学部で開催された同発表会では、ヨーガボラン
ティア養成講座の講師である富岡楓實代さんが「健
康の里づくりとヨーガ療法」と題して、パソコンを
使い温泉や菊池渓谷など菊池市の PRを交えながら
ヨーガ療法の指導などを報告しました。
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手作りの「赤米」で
友情の輪を広げよう

ジュニア
ボランティア結成式

12/16
（木）

12/17
（金）

12/19
（日）

山本教育長（左）へ赤米を手渡す児童たち ジュニアボランティアとして活動する女子高生たち

街頭の汚れを拭き取る会員 主人と使用人のやりとりをおもしろく表現した附子の一場面

　菊池北小学校（宇野達也校長）の子どもたちが県
庁を訪れ、授業で育てた赤米を山本隆生県教育長へ
贈りました。６月の田植えに山本教育長が参加した
お礼に、子どもたちが贈ったものです。
　また、近隣の迫水小学校、龍門小学校、水源小学
校へも赤米を届けました。同小とは、同じ中学校へ
進学するだけでなく、修学旅行に合同で行くなど交
流があり、今回初めて贈られました。

　女子高校生だけで組織するジュニアボランティア
の結成式が菊池警察署で行われました。菊池高等学
校、菊池女子高等学校、菊池農業高等学校から推薦
された30人や関係者などが出席。甲斐警察署長が
「女子高生だけのボランティアは県内で初めての結
成です。毎月１日の安全安心きくちの日や各学校で
着用して、防犯を呼びかけてほしい」とあいさつ。「高
校生として、わたしたちにできることを考えて実践
することを誓います」と誓いの言葉を述べました。

　あとぜき会（河上会長）の会員14人と菊池警察
署が協力して、隈府地域の街灯清掃を行いました。
年末のすす払いとボルトなどの点検を兼ねて行われ
たもので、今回で３回目になります。隈府地域の街
灯は菊池一族の家紋である揃い鷹の羽がデザイン
されています。河上会長は、「安全安心に『明るい』
をつけて、明るい安全安心なきくちを目指したいで
すね」と話し、街灯の汚れを丁寧に拭き取っていま
した。

　　　　　　　　　　　
菊池の伝統守り狂言披露

街灯清掃・点検
ボランティア

12/18
（土）

　菊池北小学校の６年生33人が、養護老人ホーム
ふじのわ荘で狂言を披露しました。同小学校では子
どもたちが狂言を学んでおり、当日は「柿山伏」と
「附

ぶ
子
す
」を披露しました。入所者の人たちは、子ど

もたちが演じる山伏や使用人などの動作にくぎづけ
となり、大きな声で笑ったり、真剣な様子で見つめ
ていました。狂言の後、子どもたちは肩もみなどを
して入所者と触れ合い、楽しい時間を過ごしました。

　　　　　　　　　　　
稗方「嫁とり祭り」

　 　 　 　 　 　 　 　 　
御
ご か し
下賜金

きん
の拝受を報告

12/21
（火）

12/20
（月）

右奥が婿役、左奥が嫁役報告に訪れた最上太一郎施設長（右）

花を受け取り喜ぶお年寄り副市長へ目録が手渡されました

　稗方区の伝統行事である「嫁とり祭り」が、座元
である柴田昭博さん宅で行われました。300年以上
前から続く行事で、７つの座組みで毎年持ち回りと
なっています。五穀豊穣・家内安全・子孫繁栄を祈
願しており、婿役・嫁役が決められ、仮の結婚式を
行うユニークな祭りです。庭先に敷かれた「ねこぼ
く」の上で行われ、最後は神官が「この結婚式は、
ねこぼくの上まで」と告げると、見物客の笑いを誘
いめでたく終了しました。

　知的障害者更生施設「社会福祉法人　菊愛会　わ
らび学園」が、天皇陛下から天皇誕生日に際し社会
福祉事業奨励のため、優良民間社会福祉施設・団体
に対して下賜される御下賜金を拝受されました。式
典終了後、最上太一郎施設長は福村市長を表敬訪問
し、御下賜金を拝受したことを報告しました。

旭志中学校
「一人暮らしの人」へ花配付

赤十字救援車が
配備されました

12/22
（水）

12/22
（水）

　旭志中学校の生徒が、地元の70歳以上で一人暮
らしの人94人に花を届けました。自治公民館長の
指導のもと行われ、10月から育てた桜草を一つひ
とつ手渡すと、一人暮らしのお年寄りに大変喜んで
いただきました。

　新しい赤十字救援車が配備されることになり、本
庁正面玄関前で日本赤十字社熊本県支部から永田副
市長へ目録が手渡されました。この車は、災害時の
救護資材、救援物資の輸送等の災害救護活動や社資
募集などの赤十字事業に関する業務に使われます。
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文教きくちの再建を
目指して提言書提出

　　　　　　　　　　　
スリランカへ文房具を寄付

12/24
（金）

12/24
（金）

提言書を手渡す牧　俊郎さん（右）

梁池委員長から茅嶋副会長へ文房具が手渡されました

ちょっと一休み、先は長いなぁ

　旧菊池市の教育委員長経験者など４人が、「文教菊
池の再興を願って」と題した教育提言書を福村市長
へ提出しました。「教育委員会という組織がある以
上は、学力のことなどに踏み込んでいかなければな
らない。国際社会に通用するような子どもをしっか
り育てていくべきだ。家庭教育と学校教育の両立が
あってこそ人間形成ができる」と説明し、市内３高
校の協調や識者たちと懇談した内容などを含めた提
言書を手渡しました。

　スリランカへ送る文房具の贈呈式が泗水中学校で
行われました。生徒を代表して、奉仕委員会の梁池
秀美委員長が、「大切に、長く使ってもらいたいです。
よろしくお願いします」とあいさつ。全校生徒で集
めたえんぴつや消しゴムなどを、菊池国際交流協会
茅嶋副会長へ手渡しました。
　市内各中学校で集められた文房具は、菊池国際交
流協会を通じてスリランカへ送られます。

歩いて歩いて30年オー
バー、七城ナイトハイク

12/24
（金）

　七城小・中学校区の児童・生徒を対象に、菊池
市青年団七城支部がナイトハイクを実施しました。
30年以上前から行われているもので、七城地区で
は冬休み前の伝統行事となっています。
　菊池渓谷を出発し、約22㎞先の七城公民館を目
指しました。最初は元気な参加者でしたが、最後に
なると「きつい」や「さむい」の連発。しかし、完
歩すると達成感から満足そうな顔でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成23年菊池市消防団出初式

１/16
（日）

①団員たちの服装などを点検する岩木団長、②七城小学校少年消
防クラブ、③消防団のマークが入った分団旗、④冷たい水を我慢
しての一斉放水、⑤七城中学校少年消防クラブ、⑥日本消防協会
から贈られた消防団最高の栄誉である特別表彰「まとい」、⑦団員
の背中に「菊池」の文字、⑧ラッパ隊の通常点検

　菊池市消防団の出初式が、菊池市多目的グラウン
ドでありました。岩木憲文団長を先頭に、副団長、
分団長の順で消防積載車による行進が行われ、福村
市長がその勇姿を観閲しました。
　坂本竜治副団長の総指揮の下、参加した約1,400
人の団員が力強く入場行進して開会行事が行われた
後、４列に整列して服装などを点検する「通常点検」
が行われました。今年度から15分団になった分団
は、A～Cの３パートに分かれて競技を行いました。
　今年一番の冷え込みとなった影響で、予定されて
いた幼年消防クラブによる通常点検などは中止とな
りました。しかし、七城小学校、七城中学校の少年
消防クラブによる通常点検では、子どもたちが元気
いっぱいに練習の成果を披露していました。
　通常点検競技の各パートごとの結果は、次のとお
りです。
Aパート優勝　第７分団、Bパート優勝　第13分
団、Cパート優勝　第９分団

12/22
（水）

受賞された畑中さん（右）

　自らその障がいを克服され、現在自立更生して障
がい者の模範となっている人に対して贈られる平成
22年度障害者自立更生等厚生労働大臣表彰が決定
しました。菊池市からは、菊池市視覚障害者福祉協
会副会長の畑中サナヱさんが受賞され、福村市長か
ら表彰状などの伝達式が行われました。畑中さんは、
「身に余る賞を与えていただき、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。菊池市という地域で与えられた賞である
と思っています」と喜びを語られました。

障害者自立更生等厚生
労働大臣表彰

１

２

３

４

６

５

７

８
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健康だより

睡眠時無呼吸症候群（SAS） 
～あなたのいびきは大丈夫ですか？～

問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎0968（25）7219

健康な生活には、睡眠が大切です。あなたは十分に睡眠が
とれていますか。睡眠を妨げるものに「いびき」があります。
狭いのどに無理やり空気を通そうとするといびきが生じま
す。毎日の体の調子にも影響されますが、たとえば深酒を
したり、過労があればいびきをかきやすくなります。しか
し、「異常に大きく、呼吸が止まるようないびき」は要注
意です。そのいびきは睡眠時無呼吸症候群かもしれません。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に

な
り
う
る
原
因

睡眠時無呼吸症候群にかかっていませんか？
セルフチェックしてみましょう

　

無
呼
吸
と
は
10
秒
以
上
の
呼
吸
停

止
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
無

呼
吸
が
１
時
間
に
５
回
以
上
ま
た
は

７
時
間
の
睡
眠
中
に
30
回
以
上
あ
る

人
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
診
断

さ
れ
ま
す
。
こ
の
睡
眠
時
無
呼
吸
で

死
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
無
呼
吸
が
続
く
こ
と
で
体
に
負

担
が
か
か
り
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、

心
疾
患
な
ど
）
に
な
り
や
す
く
な
る

こ
と
や
、
昼
間
の
強
い
眠
気
が
原
因

で
交
通
事
故
や
仕
事
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
係
す
る
た
め
本
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
な
り
ま
す
。

　

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
発
症
す

る
主
な
原
因
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

・ 

太
っ
て
い
て
あ
ご
や
首
に
脂
肪
が

つ
い
て
い
る

・ 

鼻
腔
の
奥
に
あ
る
咽
頭
扁
桃
（
ア

デ
ノ
イ
ド
）
な
ど
の
病
気
に
よ
り
、

扁
桃
が
肥
大
し
て
い
る

・
花
粉
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
で
、

　

鼻
が
詰
ま
り
や
す
い

・
あ
ご
が
小
さ
い

・ 

ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
に
よ
り
筋
肉

が
緩
ん
で
、
喉
が
ふ
さ
が
り
や
す

く
な
る

・ 

生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

肥
満
症
な
ど
）
が
あ
る
と
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
の
症
状
が
悪
く

な
り
や
す
い　睡眠時無呼吸症候群にかかると、十分に眠れないことが原因でさまざまな症状が

現れます。
　次のような症状はありませんか。
チェック項目
□よくいびきをかく。
□睡眠中に呼吸が止まり、呼吸が再開するときに大きないびきをかくと言われた。
□息苦しくて目覚めることがある。
□朝の目覚めが悪い。何時間寝ても、頭がすっきりしない。熟睡感が無い。
□朝起きたときに頭痛がする。朝、だるい。
□以前から扁桃腺が大きくて、すぐにのど風邪を引いてしまう。
□最近、トイレに起きる回数が多い。性欲が弱くなってきた。
□肥満がある。最近とくに肥ってきた。
　これらはいずれも睡眠時無呼吸症候群によく見られる症状です。
　睡眠時無呼吸症候群は、きちんと治療することで無呼吸が無くなり、生活習慣病
や眠気などの症状もコントロールできます。「いびきぐらい、大丈夫」と思わず、早め
に主治医に相談し、専門医（呼吸器科、循環器内科、耳鼻科など医療機関で担当科
が異なります）を受診しましょう。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

　

12
月
８
日
（
水
）
、

12
月
15
日
（
水
）
、

12
月
17
日
（
金
）
、

３
歳
児
健
診
が
あ
り

ま
し
た
。
歯
科
検
診
の
結
果
、
む
し

歯
が
な
か
っ
た
子
ど
も
を
紹
介
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

岩
崎　

海
麗　
（
○泗　
久
米
一
）

菅　

 　
美
空　
（
○泗　
村
吉
）

工
藤　

凛
央　
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

武
藤　

克
依　
（
○泗　
福
本
二
）

福
田　

琴
音　
（
○泗　
田
吹
）

吉
岡
陽
奈
乃　

（
○泗　
富
の
原
一
）

赤
星　
　

輝　
（
○七　
加
恵
）

今
村　　

心　
（
○七　
雇
用
促
進
住
宅
）

木
下
い
ず
み　　
　　　　　　　（
○七　
西
郷
従
業
員
住
宅
） 五

島　

麻
妃
（
○七　

雇
用
促
進
住
宅
）

城　

咲
和
奈
（
○七　

砂
田
西
団
地
）

瀬
田　

和
花
（
○七　

新
古
閑
）

怒
留
湯
航
平
（
○七　

蟹
穴
）

淵
上　

璃
央
（
○七　

砂
田
西
団
地
）

村
上　

龍
騎
（
○七　

間
所
）

岩
﨑
颯
太
郎
（
○菊　

片
角
）

岩
根　

呂
依
（
○菊　

亘
）

岡
部　

太
陽
（
○菊　

片
角
）

髙
山　

玲
菜
（
○菊　

上
赤
星
）

髙
木　

洋
秀
（
○菊　

北
宮
）

田
村　

海
渡
（
○菊　

南
古
閑
）　

開　
　

蒼
唯
（
○菊　

中
原
）

藤
瀬　
　

輝
（
○菊　

高
野
瀬
）

松
川　
　

華
（
○菊　

亘
）

吉
田　

華
菜
（
○菊　

栄
町
）

吉
永　

琴
美
（
○菊　

立
石
）

岩
﨑　

正
裕
（
○菊　

高
野
瀬
）

はたちの献血キャンペーンに
ご協力ください

　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用の
血液不足が起きやすい季節です。熊本県で
は成人式を迎えた「はたち」の若者を中心に
多くの皆さんへ献血の呼びかけを行ってい
ます。
と　き　２月９日（水）
　　　　午前９時30分～午前11時30分
　　　　午後０時30分～午後４時
ところ　泗水総合支所　　　
内　容　400ml献血
　服薬については基準が若干変更になって
います。薬を飲んでいる人でも、献血をお願
いできる場合もあります。会場で医師が総合
判断します。

「
発
疹
」

　

発
疹
も
発
熱
と
と
も
に
子
ど
も
に

多
い
訴
え
で
す
。
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
確
定
し
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

今
回
は
発
疹
を
見
つ
け
た
時
の
ポ
イ

ン
ト
と
代
表
的
な
疾
患
の
特
徴
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
発
疹
を
見
つ
け
た
時
に
注

意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
５
つ

で
す
。

①
色　

②
大
き
さ　

③
数　

④
場
所

⑤
水
ぶ
く
れ
の
有
無

　

さ
ら
に
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
や
合
併
症

の
有
無
が
重
要
で
す
。

　

次
に
代
表
的
疾
患
の
説
明
を
し
ま

す
。

①
突
発
性
発
疹

　

生
後
１
年
程
度
で
、
高
熱
を
３
〜

４
日
出
し
た
後
、
熱
が
下
が
る
と
と

も
に
出
現
し
ま
す
。
初
め
て
か
か
る

病
気
の
代
表
で
す
。
熱
性
け
い
れ
ん

を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
は
し
か
（
麻
疹
）

　

生
後
１
年
程
度
よ
り
か
か
り
ま
す
。

風
邪
様
症
状
と
高
熱
が
あ
り
、
一
時

熱
が
下
が
り
、
再
び
高
熱
が
出
る
と

同
時
に
発
疹
も
出
現
し
ま
す
。
肺
炎

や
脳
炎
を
合
併
し
ま
す
の
で
、
入
院

治
療
が
必
要
で
す
。
予
防
接
種
で
予

防
可
能
。
感
染
力
が
強
い
の
で
、
は

し
か
の
子
と
接
触
し
た
時
は
、
す
ぐ

に
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

③
川
崎
病

　

２
歳
以
下
に
多
く
、
発
熱
、
眼
の

充
血
、
唇
の
た
だ
れ
、
リ
ン
パ
節
の

腫
れ
を
伴
い
ま
す
。
心
臓
の
血
管

（
冠
動
脈
）
に
こ
ぶ
（
瘤
）
を
合
併

し
た
り
し
ま
す
の
で
、
入
院
治
療
が

必
要
で
す
。

④
風
疹
（
三
日
は
し
か
）

　

耳
の
後
ろ
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
ま

す
。
発
疹
は
、
あ
っ
た
り
な
か
っ
た

り
し
ま
す
。
予
防
接
種
で
予
防
可
能
。

特
に
、
妊
婦
さ
ん
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
溶
連
菌
感
染
症

　

発
熱
、
喉
の
痛
み
、
イ
チ
ゴ
の
よ

う
な
舌
に
な
り
ま
す
。
医
師
の
指
示

通
り
に
薬
を
飲
ま
な
い
と
、
腎
臓
病

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑥
り
ん
ご
病
（
伝
染
性
紅
斑
）

　

ほ
っ
ぺ
た
が
赤
く
な
り
、
太
も
も

や
腕
に
赤
い
斑
点
や
ま
だ
ら
模
様
が

で
き
ま
す
。
自
然
に
治
り
ま
す
。

⑦
水
ぼ
う
そ
う
（
水
痘
）

　

水
を
持
っ
た
発
疹
（
水
泡
）
で
１

日
で
あ
っ
と
い
う
間
に
増
え
ま
す
。

き
ょ
う
だ
い
に
感
染
し
ま
す
の
で
、

か
か
っ
て
い
な
い
子
は
予
防
接
種
で

予
防
可
能
で
す
。

⑧
と
び
ひ
（
伝
染
性
膿
痂
疹
）

　

す
り
傷
、
虫
刺
さ
れ
、
あ
せ
も
、

湿
疹
な
ど
化
膿
菌
が
入
り
込
ん
で
水

ぶ
く
れ
が
で
き
た
も
の
。
塗
り
薬
と

飲
み
薬
の
両
方
で
治
療
し
な
い
と
治

り
ま
せ
ん
。

⑨
じ
ん
ま
し
ん

　

蚊
に
刺
さ
れ
た
よ
う
に
、
皮
膚
が

モ
コ
モ
コ
と
盛
り
上
が
り
、
と
て
も

か
ゆ
が
り
ま
す
。
形
や
大
き
さ
が
い

ろ
い
ろ
で
、
急
に
で
き
て
１
時
間
ぐ

ら
い
で
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
手
足
口
病
、
水

い
ぼ
、
原
因
不
明
の
中
毒
疹
や
ア
レ

ル
ギ
ー
性
紫
斑
病
に
代
表
さ
れ
る
紫

斑
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
疹
が
あ
り

ま
す
。
お
か
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、

一
度
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

菊
池
郡
市
医
師
会
会
員

　
　
　
　
　

西
山
医
院　

西
山
安
浩

子
ど
も
の
病
気
〜
い
ざ
と
い
う
時
〜

096（385）3300（24時間）

モシモシ
２月の 健康情報

月：アレルギー性鼻炎
火：乳幼児のＲＳウイルス感染症
水：怖い目の成人病・正常眼圧緑内障
　　について
木：電動歯ブラシについて
金：口の渇きで困ってませんか
土/日：子どもの咳が続く時
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ぶ ん げ い き く ち

と し ょ だ よ り

新着・お薦め図書

宮本浩太朗さん
（隈府小６年）

山田響姫さん
（隈府小６年）

サ
ン
タ
曰
く　
近
頃
は
子
も
騙
さ
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻　
　
弘
喜

い
ら
っ
し
ゃ
い　
夢
が
実
っ
た
開
店
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野　
清
子

し
ょ
の
む
な　
お
前
の
顔
が
味
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
掘　
善
教

ち
ょ
っ
と
ど
ま　
塩
気
の
無
か
と
旨
ん
な

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村　
○
子

い
ら
っ
し
ゃ
い　
看
板
入
れ
て
さ
し
向
か

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　
繁
美

大
掃
除　
明
日
明
日
で
後
が
無
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　
五
女

塩
分
控
え　
戦
前
派
に
は
む
ず
か
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　
江
彩

朝
昼
晩　
飲
ん
で
ど
こ
そ
こ
そ
ぜ
ち
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
原　
乗
仏

朝
昼
晩　
続
け
て
カ
レ
ー
食
う
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
上　
美
由

塩
分
控
え　
味
も
そ
っ
け
も
無
ァ
ご
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡　
三
水

き
な
臭
い
戦
の
匂
ひ
年
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
本　
和
子

師
走
風
暫
し
足
湯
の
刻
を
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　
邦
治

年
用
意
捨
て
る
こ
と
よ
り
始
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　
静
子

寒
雀
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
氣
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
一
史

大
地
よ
り
生
ず
る
靄
に
霜
輝
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
大
寿

う
す
紅
の
花
咲
く
さ
ざ
ん
花
目
に
沁
み
る

外
出
許
可
な
る
帰
宅
の
木
戸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　
芳
子

風
の
中
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
加
減
し
て
叩

き
し
玉
は
落
葉
と
ま
ろ
ぶ　

高
木　
　
精

ペ
タ
ル
踏
み「
集
い
」に
向
か
う
河
川
道
闇

に
水
鳥
飛
び
立
ち
驚
く　
　

池
田
カ
ツ
子

小
春
日
に
掃
除
を
せ
む
と
来
し
御
墓
若
く

に
戦
死
し
父
哀
れ
む　
　
　

水
田
紗
陽
子

球
技
終
え
帰
り
の
車
窓
に
ポ
ツ
ポ
ツ
と
葱

ひ
き
予
定
狂
わ
す
雨
降
る　

佐
　々
重
弘

庭
の
楓
褪
せ
て
い
つ
し
か
散
り
終
り
秀
先

に
朝
の
霜
露
光
る　
　
　
　

大
島　
き
と

流
行
の
皇
帝
ダ
リ
ヤ
の
初
咲
き
を
供
花
に

と
思
え
ど
今
朝
は
大
霜　
　

平
嶋
き
く
え

柊
は
冬
の
魁
ま
し
ろ
な
る
雪
を
積
み
つ
つ

花
び
ら
零
す　
　
　
　
　
　

福
原
美
智
子

夕
焼
の
空
紅
あ
か
と
山
の
端
に
沈
み
朱
色

の
満
月
浮
ぶ　
　
　
　
　
　

中
山　
定
子

旨
味
増
す
乾
燥
野
菜
思
い
つ
つ
ピ
ー
マ
ン

　
人
参　
蕪
も
干
し
た
り　

高
藤
タ
ツ
ノ

ド
ラ
イ
ブ
の
一
日
を
八
十
路
の
夫
と
わ
れ

冬
の
夕
日
は
車
窓
に
沈
む　

山
城　
静
子

波
荒
れ
て
船
酔
い
の
友
静
か
な
り
目
指
し

て
行
く
に
屋
久
島
は
る
か　

緒
方　
悦
子

秋
の
野
に
摘
み
き
し
な
ず
な
母
子
草
卓
に

残
し
て
孫
は
帰
り
ぬ　

      

松
本　
和
子

小
春
日
に
色
も
香
り
も
上
出
来
に
味
噌
を

掻
き
終
え
今
年
も
暮
る
る　

上
田　
安
代

音
た
か
く
落
ち
て
流
る
る
温
泉
の
い
か
ほ

ど
な
り
や
我
が
裡う
ち
の
量　
　

宮
本　
淑
子

泗
水
短
歌
会
は
、

今
月
号
で
終
了
し
ま
す
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
巡
も
二
巡
も
し
た
き
菊
花
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隈
部　
輝
子

北
風
に
ほ
ろ
り
よ
ろ
め
く
齢よ
わ
いか
な　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　
房
子

冬
う
ら
ら
城
山
巡
り
納
め
句
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
妙
子

寒
禽
の
声
の
鋭
き
朝
か
な　

北
村　
妙
子

枯
尾
花
風
の
乱
れ
を
風
が
解
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
山　
邦
子

山
茶
花
や
孫
は
嫁
し
づ
く
隣
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
芳
子

友
の
訃
の
と
ど
き
し
夜
の
虎も
が
落り

笛ぶ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

日
当
り
を
追
ひ
て
転
が
る
小
豆
干
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芹
川　
蓉
子

冬
う
ら
ら
け
ふ
の
鞍
岳
も
よ
う
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷　
ミ
ネ

薄
味
の
な
ま
す
は
柚
子
で
仕
上
げ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾
ヨ
シ
コ

肥
後
狂
句
桜
会
　
12
月
例
会

肥
後
狂
句
水
笑
会
　
12
月
例
会

万
句
の
里
俳
句
会
　
12
月
句
会

七
城
短
歌
会
　
12
月
詠
草

泗
水
短
歌
会
　
12
月
詠
草

里
短
歌
会
　
12
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会
　
12
月
詠
草

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　
12
月
例
会

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎0968（38）6866
中央公民館図書室　☎0968（25）1672
七城公民館図書室　☎0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎0968（37）3111　
                           　内線303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

※図書のイベント情報は、32ページの行事予定へ掲載しています。

図書館・図書室の利用カード
が統一されます。このカード
1枚で市内図書館・図書室の
本を借りることができるよう
になります。まだお持ちでな
い人はぜひ作ってみてくださ
い。

耳より情報

大
ど
ろ
ぼ
う
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ

マ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

プ
ロ
イ
ス
ラ
ー　
作

メ
ア
リ
ー･

ポ
ー
プ･

オ
ズ
ボ
ー
ン　
著

　

大
ど
ろ
ぼ
う
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
ぼ
く
は
こ
の
本
が
大
好

き
で
す
。

　

こ
の
本
は
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
を
と
っ

た
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー
さ
ん
が
作
っ
た
お
話
で
す
。

ゆ
か
い
な
大
ど
ろ
ぼ
う
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ

ツ
が
新
式
の
コ
ー
ヒ
ー
ひ
き
を
ぬ
す
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
を

つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
勇
敢
な
二
少
年
が
大

活
躍
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
な
か
な
か
ホ
ッ

ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
は
つ
か
ま
ら
な
い
の
で
し

た
。
そ
し
て
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
が
わ
る

い
こ
と
を
し
た
日
に
は
、
新
聞
に
の
ら
な
い

こ
と
が
な
い
の
で
す
が
ー
。
さ
て
、
ホ
ッ

　

マ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
と
は
、
木
の
上

に
あ
る
「
魔
法
の
家
」
の
こ
と
で
す
。
そ
の

家
の
中
に
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
。
本

を
開
く
と
、
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
？　

色
ん
な
世
界
へ
行
け
る
の
で
す
！　

私
が
一

番
好
き
な
「
嵐
の
夜
の
幽
霊
海
賊
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

あ
る
日
、
主
人
公
の
ジ
ャ
ッ
ク
と
ア
ニ
ー

は
一
冊
の
本
を
開
き
、
音
楽
は
っ
し
ょ
う
の

地
で
あ
る
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
へ
行
き
ま
す
。

そ
こ
で
少
年
時
代
の
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ

ン
グ
に
出
会
い
ま
す
。
後
に
ジ
ャ
ズ
の
王
さ

ま
と
呼
ば
れ
る
彼
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

時
、
音
楽
の
道
へ
進
む
こ
と
を
あ
き
ら
め
よ

ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
は
つ
か
ま
る
の
か
、
つ
か

ま
ら
な
い
の
か
？
そ
れ
は
読
み
な
が
ら
の
お

た
の
し
み
で
す
。
文
も
工
夫
し
て
書
い
て
あ

る
の
で
ス
リ
ル
と
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
、
面

白
さ
は
抜
群
で
す
。

 

こ
の
本
を
ぜ
ひ
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
心
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
お
話
で
す
よ
。

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
と
ア
ニ
ー

は
彼
を
引
き
も
ど
そ
う
と
し
ま
す
が
、
そ
の

日
は
一
年
で
一
番
幽
霊
の
出
る
日
と
言
わ
れ

て
い
て
―
。

　

こ
の
続
き
が
き
に
な
る
人
は
、
ぜ
ひ
マ

ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
28
巻
嵐
の
夜
の
幽
霊

海
賊
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

リサイクル本を配布します
　２月12日（土）開催の生涯学習フェスティバルで、図書館
(室)で使用できなくなった図書や雑誌のバックナンバーをリ
サイクル本として無料で配布します。本を入れる袋などは持
参してください。
　なお、当日は中央公民館駐車場の混雑が予想されます。ご
迷惑をおかけしますが、予めご了承ください。
と　き　２月12日(土)午前９時～　※なくなり次第終了
ところ　菊池市文化会館小ホール入口

図書情報管理システムが導入されます
　２月４日（金）から図書情報管理システムが各公民館図書室にも
導入されます。これに伴い図書の利用者カードが泗水図書館の
カードと統合され、各図書室の旧カードは使用できなくなります。
泗水図書館のカードを持っていない場合は各公民館図書室でも
作ることができます。必ず住所が確認できるもの（運転免許証や
郵便物など）をご持参ください。
　今後は泗水図書館の利用カード１枚で市内図書館・図書室を利
用できます。貸出期間は15日間で１人10冊までです。
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米
良
氏
と
菊
池
氏

パ
ー
ト
２
シ
リ
ー
ズ
⑪ 

　

米
良
氏
は
、
菊
池
氏
の
後
裔
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
西

米
良
は
、
菊
池
氏
が
南
北
朝
時
代
に

足
利
氏
の
勢
力
を
さ
け
て
、
し
ば
し

ば
入
山
し
た
安
全
な
隠
れ
場
所
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
西
米
良
を
頼
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
征
西
将
軍
懐
良
親

王
は
、
菊
池
に
入
ら
れ
る
前
に
も
西

米
良
を
経
由
さ
れ
て
い
る
。
南
朝
方

に
は
菊
池
も
西
米
良
も
昔
か
ら
縁
の

深
い
頼
れ
る
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
縁

は
古
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

昨
年
３
月
に
菊
池
と
西
米
良
交
流

団
と
し
て
西
米
良
と
東
米
良
の
銀し

ろ
み鏡

地
区
に
出
か
け
た
。
桜
の
名
所
で
あ

り
、
伝
説
の
多
い
興
味
深
い
所
で

あ
っ
た
。
日
向
灘
に
注
ぐ
一
ツ
瀬
川

の
周
囲
は
、
西
都
原
古
墳
群
が
あ
る
。

そ
の
一
ツ
瀬
川
の
源
流
と
な
る
銀
鏡

川
の
ほ
と
り
に
銀
鏡
地
区
（
西
都
市

東
米
良
）
が
あ
る
。
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
と
の
恋
に
破
れ
た
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ

は
、
我
が
顔
姿
を
悲
し
み
、
鏡
を
投

げ
捨
て
た
と
い
う
。
そ
の
鏡
が
飛
ん

で
落
ち
た
と
こ
ろ
が
「
銀
鏡
神
社
」

の
あ
る
東
米
良
と
言
わ
れ
る
。
銀
鏡

神
社
の
祭
神
に
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
と
そ

の
父
、
大
山
祇
神
が
あ
る
。
菊
池
市

に
も
下
木
庭
に
大
山
祇
神
社
が
あ
る
。

な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
り
は
し
な
い

か
。

　

東
米
良
の
銀
鏡
地
区
に
は
天
氏
を

名
乗
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
浜
砂
貞
寿

さ
ん
宅
裏
の
天
然
堂
に
「
天
氏
重
為
、

天
氏
国
重
、
天
氏
重
次
」
の
皇
統
天

氏
三
代
の
墓
が
あ
る
。
菊
池
氏
が
米

良
に
逃
れ
、
そ
こ
に
定
着
し
た
後
も

南
朝
系
天
子
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
指
定
重
要
無
形
民
族
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
銀
鏡
神

楽
」
三
十
三
番
の
う
ち
の
一
番
を
拝

観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

南
北
朝
時
代
よ
り
延
々
と
南
朝
天

子
を
奉
じ
、
米
良
山
中
に
潜
ん
で
不

遇
の
身
を
慰
め
、
菊
池
精
神
を
忘
れ

な
い
姿
に
感
動
し
た
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
日
向
米

良
修
験
道
と
熊
野
信
仰
の
関
連
で
あ

る
。
銀
鏡
地
方
で
は
、
昔
か
ら
山
伏

や
い
ろ
い
ろ
な
修
験
道
、
行
者
が
入

山
し
、
修
行
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
。

「
米
良
」
姓
の
分
布
は
、
宮
崎
県
の

次
に
千
葉
県
勝
浦
に
多
い
。
和
歌
山

県
那
智
勝
浦
に
も
多
い
と
い
う
。
こ

の
こ
と
は
、
熊
野
信
仰
と
米
良
氏
は

関
係
が
深
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

菊
池
の
古
代
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原　

英

迫
水
小
学
校
１
年

　
　
あ
か
ほ
し
む
ね
と
ら
く
ん

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       

66

ぼ
く
は
ち
ょ
う
な
ん

　

せ
ん
せ
い
、
あ
の
ね
。

　

ぼ
く
は
、
ち
ょ
う
な
ん
だ
か
ら
た

い
へ
ん
で
す
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
ち
に
、
と
ま
り
に
い

く
と
き
、
お
か
あ
さ
ん
か
ら
、

「
お
ね
が
い
ね
。
た
の
む
よ
。
お
と

う
と
た
ち
の
め
ん
ど
う
み
て
ね
」

と
い
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
で
も
、
わ

る
い
き
も
ち
は
し
ま
せ
ん
。
た
よ
り

に
さ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
で

す
。

「
い
い
よ
」

と
い
う
と
、
お
か
あ
さ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
」

と
い
っ
て
、
だ
き
し
め
て
、
ち
ゅ
ー

し
て
く
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
う
な
ん
は
、

「
お
に
い
ち
ゃ
ん
だ
け
ん
、
し
っ
か

り
せ
な
ん
」

と
か
い
わ
れ
ま
す
。
と
き
ど
き
な
み

だ
が
で
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
ち
ょ

う
な
ん
じ
ゃ
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ
た

な
あ
と
お
も
い
ま
す
。

　

で
も
、
も
う
一
ね
ん
せ
い
で
、
か

ん
じ
と
か
な
ら
う
し
、
あ
か
ち
ゃ
ん

じ
ゃ
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
に
い

ち
ゃ
ん
で
よ
か
っ
た
と
お
も
い
ま

す
。

　

ち
ょ
う
な
ん
を
や
め
た
く
な
る
と

き
も
あ
る
け
ど
、
や
め
ら
れ
な
い
。

　

お
か
あ
さ
ん
が
、

「
あ
ん
ま
り
が
ん
ば
ら
ん
で
い
い

よ
」

と
い
っ
て
く
れ
て
、
ぼ
く
は
、

「
ち
ょ
っ
と
は
、
あ
ま
え
て
い

い
？
」

と
い
う
と
、

「
い
い
よ
」

と
い
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

テーマ「いじわるしないで」

テーマ「ありがとう」

テーマ「ニコニコたのしいえがお!!」

迫水小学校１年
中山とうまくん

菊池南中学校3年
西山瑞菜さん

迫水小学校４年
山口友花さん

国民年金情報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所市民係

口
座
振
替
で
の

前
納
の
申
し
込
み
は
、お
早
め
に

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
預
貯
金
口
座

を
お
持
ち
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
金

融
機
関
の
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所
（
郵

送
も
可
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
の
平
成
23
年
度
分
１
年
前
納

（
４
月
〜
９
月
分
の
６
カ
月
前
納
も
含
む
）

の
締
切
日
は
、
２
月
末
日
で
す
。

※ 

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い
る
人
は
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

前
納
の
口
座
振
替
日
は
５
月
２
日
（
月
）

で
す
。

※ 

残
高
不
足
で
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
割
引
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
毎
月

の
口
座
振
替
に
切
り
替
わ
り
ま
す
）
。
特

に
、
初
め
て
口
座
振
替
で
１
年
度
分
の
前

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

納
付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
な

ど
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会

社
な
ど
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
と
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
11
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

 

証
明
内
容
は
、
今
年
１
月
か
ら
10
月
１
日
ま

で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合

の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

・
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
な

ど
、
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

翌
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

電
話
で
再
交
付
が
で
き
ま
す

　

電
話
す
る
際
は
、
手
元
に
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、
本
人
が
直
接

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

直
接
熊
本
西
年
金
事
務
所
へ
取
り
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※ 

本
人
が
行
く
場
合
は
、
印
か
ん
（
認
印
で

可
）
と
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
の
身
分
証

明
に
な
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

代
理
者
が
行
く
場
合
は
、
委
任
状
な
ど
が

必
要
で
す
。
必
要
な
書
類
を
電
話
で
確
認

し
て
か
ら
行
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人
が
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
な
く
し
た
場
合

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

　

熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
６
１

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
が
源
泉
徴
収

票
を
な
く
し
た
場
合

　

年
金
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
07
）
１
１
６
５

　

熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
０
１
４
２

社
会
保
険
出
張
相
談
は
１
月
か
ら
予
約
制
に

な
り
ま
し
た

予
約
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で
に
、
市
民
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
係
へ
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
書
類
な
ど
を
持
参
し
て
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
予
約
も
受
け
付
け

ま
す
。

納
を
申
し
込
ん
だ
人
は
、
１
年
前
納
の
保

険
料
額
に
加
え
て
、
３
月
分
の
保
険
料

（
１
５
、
１
０
０
円
）
が
同
時
に
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
の
申
込
手
続
き

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
に
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
記
入
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
や
納

付
書
で
基
礎
年
金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
金
融
機
関
届
出
印
の
押
印
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
申
込
用
紙
は
金
融
機
関
、
年
金

事
務
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

金
融
機
関
届
出
印
の
相
違
や
、
口
座
氏
名

な
ど
の
相
違
に
よ
り
登
録
が
遅
れ
た
場
合

は
、
１
年
前
納
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
込
用
紙
に
記
入
の
際
は
、

届
出
印
と
口
座
氏
名

を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
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「
公
立
保
育
所
民
営
化
実
施

計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

「
よ
ろ
ず
申
請
本
舗
」

電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
を

一
時
休
止
し
ま
す

エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
旭
は
４
月

か
ら
第
２
土
曜
日
に
可
燃
ご

み
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す

　

新
た
な
子
育
て
支
援
策
の
充
実
と

効
率
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

実
現
す
る
た
め
に
、
本
市
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
を
行
い
、
公

立
保
育
所
の
民
営
化
の
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
20
年
度

に
民
営
化
は
必
要
で
あ
る
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
公
立
５
園
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
説
明
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
保

護
者
、
外
部
有
識
者
で
構
成
す
る

「
保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
会
」
に

意
見
を
求
め
ま
し
た
（
諮
問
）
。
こ

れ
に
対
し
、
平
成
22
年
２
月
、
「
一

部
の
保
育
所
を
民
営
化
す
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
」
と
の
答
申
が
提
出
さ

　

菊
池
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
菊
池

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
な
ど
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
関
わ
る
市
内
各

種
団
体
が
連
携
し
、
標
木
作
成
・
設

置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
地
域
に
お
け
る
青
少

年
健
全
育
成
の
た
め
の
意
識
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の

で
す
。

　

標
木
は
、
市
内
小
中
学
校
児
童
・

生
徒
か
ら
募
集
し
た
標
語
を
題
材
と

し
て
作
成
。
今
後
、
各
行
政
区
や
学

校
機
関
な
ど
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

特
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
で
の
設

置
は
、
区
長
の
皆
さ
ん
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
取
り
組
み
に
併
せ

て
、
現
在
各
行
政
区
に
設
置
さ
れ
て

　

詳
し
い
内
容
は
、
３
月
に
配
布
を

予
定
し
て
い
る
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
に
は
、
ご
み
の
出
し
方
に
関

す
る
基
本
的
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
開
始　

４
月
か
ら

受
入
日
時　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
入
地
区　

菊
池
・
七
城
・
旭
志
地

域
（
泗
水
地
域
は
除
く
）

受
入
ご
み

　

可
燃
ご
み
、
大
型
可
燃
ご
み

注
意
事
項

・ 

ご
み
袋
に
入
る
も
の
は
、
な
る
べ

く
袋
ご
み
収
集
（
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
 50
㎏
以
上
は
処
理
料
金
が
発
生
し

　

ま
す
。

・ 

金
属
、
金
具
類
は
す
べ
て
取
り
外

し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

土
曜
日
に
袋
ご
み
の
収
集
は
行
い

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

　

菊
池
・
七
城
・
旭
志
地
域
の
可
燃

ご
み
は
、
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
旭
で
細

か
く
破
砕
し
ま
す
。
そ
の
後
Ｒ
Ｄ
Ｆ

（
固
形
燃
料
）
化
さ
れ
、
大
牟
田
市

に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所
の
発
電

燃
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
旭
は
、
平
成
16

年
の
運
転
開
始
か
ら
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
安
全
に
稼
動
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
毎
年
可
燃
ご
み
の
中

に
混
入
し
た
金
属
類
や
砕
石
類
な
ど

の
不
燃
ご
み
が
原
因
で
機
械
が
破
損

し
、
多
額
の
修
繕
費
用
を
要
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
受
入
困
難
物
で

あ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
球
が
混
入
し
て
い

ま
し
た
。
可
燃
ご
み
に
は
、
釘
や
ね

じ
な
ど
の
小
さ
な
金
属
類
も
含
め
不

燃
物
は
絶
対
入
れ
な
い
よ
う
、
日
ご

ろ
か
ら
ご
み
の
分
別
徹
底
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

は
、
「
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
世
代

を
超
え
て
、
好
き
な
レ
ベ
ル
で
、
い

ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
」
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
す
。
参
加

者
は
運
動
す
る
側
だ
け
で
な
く
、
指

導
・
運
営
す
る
側
に
な
る
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
関
わ
り
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
内
で
は
、
30
市
町
村
で
49

ク
ラ
ブ
が
設
立
し
、
各
地
域
で
ク
ラ

ブ
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
13
市
町
村
15
地
域
で
は
、
準
備
委

員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
菊
池
管

内
で
も
、
平
成
13
年
に
菊
陽
町
、
平

成
15
年
に
西
合
志
町
、
大
津
町
、
平

成
20
年
に
合
志
市
で
設
立
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
ク
ラ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
設

立
に
向
け
、
昨
年
６
月
か
ら
準
備
委

員
会
で
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
準

備
委
員
会
で
は
、
歴
史
と
伝
統
、
文

化
を
生
か
し
た
菊
池
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
ま
た
温
泉
を
利
用
し
た
会
員

交
流
な
ど
、
菊
池
ら
し
さ
の
出
る
イ

ベ
ン
ト
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る

ク
ラ
ブ
認
知
度

　

昨
年
、
「
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
っ
た
集

計
速
報
が
出
ま
し
た
。
回
収
率
は
、

小
学
５
年
生
が
98
％
、
中
学
２
年
生

が
94
％
と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
一

般
社
会
人
で
は
35
％
で
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
総
合
型
ク
ラ

ブ
を
知
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、
全
体
で
14
％
と
い
う
低
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
ク
ラ

ブ
設
立
の
必
要
性
や
重
要
性
な
ど
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
お

知
ら
せ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
体
育
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

い
る
標
木
は
各
行
政
区
の
判
断
に
基

づ
き
、
撤
去
・
回
収
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

青
少
年
健
全
育
成

の
た
め
の
標
木
作
成
に
向
け
た
実
行

委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
２

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
公
立
保
育
園
の
保

護
者
を
中
心
と
し
た
説
明
会
を
く
り

返
し
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
要
望
な
ど
を

伺
い
、
外
部
組
織
か
ら
の
意
見
や
庁

内
で
の
検
討
を
経
て
、
最
も
効
率

的
・
効
果
的
な
公
立
保
育
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
公
立
保
育

所
民
営
化
実
施
計
画
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
計
画
で
は
、
菊
池
市
内
の
公

立
保
育
所
５
園
の
う
ち
第
一
幼
楽
園
、

第
二
幼
楽
園
、
砦
保
育
園
の
３
園
を

平
成
24
年
４
月
か
ら
民
営
化
す
る
こ

と
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
実
施
の
責
任
は
児
童

福
祉
法
で
菊
池
市
に
あ
る
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
民
営
化
し
て
も
、
市

で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
運
営
す
る

よ
う
指
導
・
監
督
を
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
料
に
お
い
て
も
、
公
・
私
立
で

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
「
公
立
保
育
所
民
営
化
実

施
計
画
」
を
も
と
に
、
市
議
会
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し

　

く
ま
も
と
電
子
申
請
窓
口
「
よ
ろ

ず
申
請
本
舗
」
は
新
シ
ス
テ
ム
に
移

行
す
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
現
在
の

シ
ス
テ
ム
で
の
電
子
申
請
受
付
は
、

２
月
28
日
（
月
）
午
後
11
時
59
分
で

終
了
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
状
況
の

照
会
は
、
３
月
31
日(

木)

午
後
５
時
ま

で
は
可
能
で
す
。

　

４
月
25
日
（
月
）
の
新
シ
ス
テ
ム

公
開
ま
で
、
電
子
申
請
受
付
を
一
時

休
止
す
る
こ
と
と
な
り
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
子
申
請
の
受
付
休
止
期
間
中
も
、

紙
に
よ
る
申
請
は
可
能
で
す
。
詳
し

い
内
容
は
、
「
よ
ろ
ず
申
請
本
舗
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.shinseiho

np
o
.

k
u
m
a
m
o
t
o
-id

c
.p
re
f.

kum
am
oto.jp/

　

冬
期
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
し
か
し
、

ペ
ッ
ト
の
鳥
や
野
鳥
が
死
ん
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
羽
２
羽
と
続
け
て
死
ん
だ
り
、
一

度
に
た
く
さ
ん
の
鳥
が
死
ん
で
い
る

の
を
見
つ
け
る
な
ど
心
配
な
場
合
に

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

野
鳥
な
ど
の
場
合

　

菊
池
地
域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
１
０
３
９

家
畜（
鶏
）の
場
合

　

熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
６
８
（
46
）
２
０
７
５

　

環
境
省
自
然
環
境
局
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
緊
急
対
策
チ
ー
ム

h
ttp

://w
w
w
.e
n
v.g
o
.jp
/

nature/dobutsu/bird_flu/

　

熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.

jp/site/jouhoku/

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
４

お
知
ら
せ

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

いすに座ってできるきくちゃん体操23
整理体操・道具なし編

体操は10秒間を1回とし、必ず声を出して数えます。
効果のある筋肉　足の後ろがわの筋肉・ふくらはぎ・背中の筋肉
効　果
・膝痛・腰痛の予防と軽減につながります。
・歩行時につまずきにくくなります。
注意点
・曲げている足はしっかり床につけ、
　倒れないように体を支えます。
・伸ばしている足が曲がらないように
　気をつけます。
・いすから落ちないように気をつけます。
（バランスの悪い人は誰か付き添いましょう）
・体が固く、不安定な場合には、いすをつか
　んで行いましょう。
　「いすに座ってできるきくちゃん体操指導
者マニュアル」より抜粋。
問い合わせ先
　生きがい推進課包括支援係　
☎0968（25）7216

片足を体の正面にまっ
すぐ伸ばし、かかとを
床につけます。つま先
を自分の方に向け、体
を前に倒します。終わっ
たら、伸ばしていた足
を元に戻します。左右
１回ずつ行います。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
〜
そ
の
①
〜

エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
旭
が
泣
い

て
い
ま
す

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の

標
木
作
成

PTAの皆さんによるペンキ塗り

エコヴィレッジ旭

実際に混入していた受入困難物であるボー
リング球やペンチなど
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●入札 (開札 ) 日：12月 22日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者 落札額（税込・円） 落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 21年度隈府小学校校舎（① -1 ～ 3、⑬棟）
解体工事 隈府 ㈱前川建設 23,389,905 70.0% 14 都市

整備課33,414,150

平成 22年度橋田大尺線舗装改良工事 七城町橋田外 ㈱緒方建設 34,230,000 99.2% 10 七城総合支所
産業建設課34,490,400

平成 22年度西迫間寺小野線道路改良工事 西迫間 ㈲正和建設 10,815,000 97.9% 13 土木課11,041,800
平成 22年度茂藤里線 ･平良々石茂藤里線道路改良
工事 重味 ㈲福田建設 14,248,500 99.1% 14 土木課14,380,800

平成 22年度寺小野上虎口線道路改良工事 龍門 中丸建設 11,949,000 98.7% 13 土木課12,105,450
平成 22年度隈府小学校区放課後児童健全育成クラブ
建設 (建築 ) 工事 隈府 ㈱水上工務店 12,967,500 98.3% 5 都市

整備課13,188,000

平成 22年度鍋倉地区配水管布設工事 原 ㈲木野設備 24,302,250 97.0% 10 水道局25,054,050
平成 22年度菊池市庁舎耐震補強設計及び市有施設
調査業務委託 隈府外 ㈱中山構造研究所 20,664,000 89.7% 17 都市

整備課23,047,500

●入札 ( 開札 ) 日：12月１日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者 落札額（税込・円） 落札率 参加

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 22年度老人福祉センター温泉掘削工事 隈府 ㈱タツミ工業 39,426,135 70.0% 6 都市
整備課56,323,050

●入札 ( 開札 ) 日：12月６日（月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者 落札額（税込・円） 落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 22年度桜山三・四区地内配水管布設替工事 泗水町永 ㈲若山商店 13,629,000 95.8% 10 水道局14,231,700

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

職
業
適
性
検
査

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
た

め
の
「
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
」
制
度

聴
覚
障
害
者
用
情
報
受
信
装

置
を
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
機
種
へ
交
換
し
ま
す

地
デ
ジ
化
に
伴
う
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
の
申
請

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す

申
請

相
談

河
川
の
水
質
調
査
結
果

　

菊
池
川
流
域
市
町
で
構
成
す
る

「
菊
池
川
流
域
同
盟
」
の
啓
発
事
業

の
一
環
と
し
て
、
菊
池
川
流
域
の
水

質
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

度
第
２
回
目
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
河
川
で
、
国
が
定
め

る
環
境
基
準
を
下
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
7
2
1
7

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
４
月
28
日
（
木
）

※ 

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
受
付
期
間
外
で
も
受

け
付
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
教

育
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

① 

菊
池
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て

い
る
人
ま
た
は
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
人
の
子

② 

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は

各
種
専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人
③
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

④ 

日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
奨
学

金
の
支
給
ま
た
は
貸
付
け
を
受
け

て
い
な
い
人

提
出
書
類

①
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
申
請
書

は
教
育
総
務
課
お
よ
び
各
分
室
教
育

課
に
準
備
し
て
い
ま
す
）

② 

住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
）

③ 

世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書
（
６
月

１
日
以
降
に
税
務
課
に
て
取
得
し

て
く
だ
さ
い
）

④
在
学
証
明
書

貸
付
額
（
月
額
）

・
公
立
高
校
（
高
専
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

１
８
、
０
０
０
円

・
私
立
高
校　

 

３
０
、
０
０
０
円

・
公
立
専
門(

専
修)

学
校

　
　
　
　
　
　
　

４
４
、
０
０
０
円

・
私
立
専
門(

専
修)

学
校

　
　
　
　
　
　
　

５
３
、
０
０
０
円

・
国
公
立(

短
期)

大
学

　
　
　
　
　

  　

４
４
、
０
０
０
円

・
私
立(

短
期)

大
学

　
　
　

    　
　
　
５
３
、
０
０
０
円

決
定
方
法

　

菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考
委
員

会
（
６
月
開
催
予
定
）
で
審
議
し
て

決
定
し
ま
す

返　

還

・ 

卒
業
後
、
10
年
以
内
で
返
還
す
る

（
無
利
子
）

・ 

進
学
す
る
場
合
は
、
卒
業
ま
で
返

還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
猶
予
申
請
書
の
提
出
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

教
育
総
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
7
2
3
0

　

各
教
育
委
員
会
分
室
教
育
課

　

専
門
的
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め

修
業
年
限
２
年
以
上
の
養
成
機
関
で

修
業
す
る
場
合
、
そ
の
間
の
生
活
安

定
を
図
る
目
的
で
訓
練
促
進
費
な
ど

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ
る
母
子

家
庭
の
母
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
が
対
象
で
す
。

・ 

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準

に
あ
る
こ
と

・ 

養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象

資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
者
で

あ
る
こ
と

・ 

就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

で
あ
る
こ
と

・ 

過
去
に
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
ま

た
は
入
学
支
援
修
了
一
時
金
を
受

給
し
て
い
な
い
こ
と 

・ 

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
が
実
施

す
る
緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業
に

お
け
る
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
金

な
ど
訓
練
促
進
給
付
金
と
趣
旨
を

同
じ
く
す
る
給
付
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

対
象
資
格　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
理
容
師
、
美
容
師

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

・ 

支
給
額　

月
額
１
４
１
、
０
０
０

円
（
市
町
村
民
税
課
税
世
帯
は
月

額
７
０
、
５
０
０
円
）

・ 

支
給
期
間　

修
業
期
間
の
全
期
間

（
平
成
24
年
３
月
31
日
入
学
者
ま

で
が
対
象
）

入
学
支
援
修
了
一
時
金

　

養
成
機
関
修
了
後
５
０
、
０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。
（
市
町
村
民
税

課
税
世
帯
は
、
２
５
、
０
０
０
円
）

そ
の
他

・ 

平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
入
学
者

の
支
給
期
間
は
、
修
業
す
る
期
間

の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
期
間
を

経
過
し
た
日
以
降
の
残
り
の
修
業

期
間
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
期

間
で
、
18
ヵ
月
を
上
限
と
し
ま
す
。

・ 

支
給
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
相

談
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
制
度
は
、
平
成
23
年
度
予
算

が
確
定
後
に
適
用
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
４

　

聴
覚
障
害
者
用
情
報
受
信
装
置
と

し
て
給
付
し
て
き
た
「
ア
イ
・
ド
ラ

ゴ
ン
Ⅰ
」
お
よ
び
「
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ

ン
Ⅱ
」
は
、
内
蔵
さ
れ
て
い
る
地
上

波
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
対

応
の
た
め
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
完
全
移
行
後
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
対
応
し
た
「
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン

Ⅲ
」
へ
の
無
料
交
換
を
実
施
し
ま
す
。

※ 

ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
と
は
、
テ
レ
ビ

に
接
続
し
、
緊
急
災
害
放
送
な
ど

字
幕
や
手
話
が
付
与
さ
れ
な
い
放

送
番
組
に
字
幕
や
手
話
を
付
与
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。

対
象
者　

過
去
に
日
常
生
活
用
具
給

付
等
事
業
に
お
い
て
、
「
ア
イ
・
ド

ラ
ゴ
ン
Ⅰ
」
ま
た
は
「
ア
イ
・
ド
ラ

ゴ
ン
Ⅱ
」
の
給
付
を
受
け
た
人
。

　

た
だ
し
「
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
Ⅱ
２

a
」
の
給
付
を
受
け
た
人
は
、
市
販

予
定
の
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
に
よ
り
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
可
能
な
た

め
、
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

機
種
確
認
の
た
め
、
福
祉
課
担
当

職
員
が
自
宅
訪
問
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
請
方
法　

ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
Ⅲ
本

体
の
み
の
見
積
書
（
ア
ン
テ
ナ
、
光

警
報
器
は
含
み
ま
せ
ん
）
、
印
か
ん

を
持
参
し
て
、
必
ず
購
入
前
に
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

２
月
28
日
（
月
）

そ
の
他　

費
用
は
原
則
無
料
で
す
が
、

工
事
費
な
ど
が
別
途
必
要
な
場
合
に

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

福
祉
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

　

各
総
合
支
所
民
生
課

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で

き
な
い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額

免
除
世
帯
」
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
支
援
の
対
象
を

「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
対
応
で
き
て
い
な
い
「
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措

置
を
受
け
て
い
る
世
帯
」
に
、
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
給
付
し
ま

す
。
た
だ
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
放
送
受
信

契
約
を
結
ん
で
い
る
か
、
結
ぶ
意
思

が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
、

も
し
く
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
導
入
し
て

い
る
世
帯
は
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
０
５
７
０
）
０
２
３
７
２
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
０
５
７
０
）
０
３
３
８
４
０

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
「
特
別
遺
族

給
付
金
」
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

平
成
24
年
３
月
27
日
（
火
）

支
給
対
象

　

平
成
18
年
３
月
26
日
ま
で
に
亡
く

な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族
で
、
労
災

保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
の

請
求
権
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
人

問
い
合
わ
せ
先

特
別
遺
族
給
付
金
や
労
災
保
険
制
度

に
つ
い
て

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部

　

労
災
補
償
課

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
１
８
３

　

熊
本
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
（
３
６
２
）
７
１
０
０

　

菊
池
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
３
１
３
６

労
災
保
険
給
付
対
象
と
な
ら
な
い
人

へ
の
救
済
給
付
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機

構
　

☎
０
１
２
０
（
３
８
９
）
９
３
１

職
業
選
択
の
相
談
を
望
む
人

実
施
人
数　

１
０
０
人

申
込
方
法　

電
話
で
の
事
前
予
約

検
査
費
用　

検
査
・
検
査
結
果
の
説

明
・
助
言
は
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
し

ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
２
２
２
４

実
施
期
間　

３
月
ま
で

対
象
者　

学
校
を
卒
業
し
、
現
在
就

職
活
動
を
行
な
う
中
で
職
業
探
索
や

と　

き　

２
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
２
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　

徴
税
課

※ 

各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

徴
税
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

※ その他の入札結果は、菊池市ホームページおよび菊池市役所総務課で閲覧できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。公共事業入札の公表
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井
戸
水
を
そ
の
ま
ま
流
出
さ
れ
て

い
る
自
噴
井
戸
に
止
水(

調
整)

バ
ル
ブ

を
取
り
付
け
る
場
合
、
設
置
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

　

止
水(

調
整)

バ
ル
ブ
を
付
け
、
こ
ま

め
に
開
閉
す
る
こ
と
で
無
駄
な
地
下

水
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
下
水
は
限
り
あ
る
貴
重
な
水
資
源

で
す
。
こ
の
限
り
あ
る
資
源
を
将
来

に
残
す
た
め
に
大
切
に
使
い
ま
し
ょ

う
。

対
象
地
域　

旭
志
、
泗
水

助
成
金
額　

１
件
５
万
円
（
上
限
）

　

森
と
湖
に
親
し
み
、
そ
の
重
要
性

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
「
ワ

カ
サ
ギ
釣
り
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

２
月
20
日
（
日
）

　

午
前
６
時
〜
午
前
11
時
30
分

※ 

竜
門
ダ
ム
の
水
位
の
状
況
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

竜
門
ダ
ム
一
帯

参
加
者　

誰
で
も
参
加
可
能
（
小
中

学
生
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

５
０
０
円

※
昼
食
代
を
含
み
ま
す
。

※ 

釣
鑑
札
を
お
持
ち
の
人
は
当
日
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

先
着
２
０
０
人

申
込
方
法　

F
A
X
に
よ
る
予
約
申

込
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

２
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
川
漁
業
協
同
組
合

　

☎
０
９
６
８
（
43
）
２
３
６
９

　

F
A
X

　

０
９
６
８
（
43
）
２
６
８
８

　

城
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
は
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に
向

け
、
桜
の
名
所
で
あ
る
菊
池
公
園
の

桜
を
再
生
さ
せ
る
た
め
の
植
樹
と
天

ぐ
す
病
撤
去
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
桜
の
木
記
念
植
樹
の
オ
ー

ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
結
婚
、
出
産
、

厄
晴
、
成
人
、
還
暦
な
ど
の
記
念
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

料　

金　

１
口
１
５
、
０
０
０
円

（
記
念
プ
レ
ー
ト
代
込
み
）

数　

量　

先
着
30
本

※ 

植
樹
は
２
月
中
旬
以
降
の
平
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
観
光
協
会
（
平
井
・
合
志
）

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
０
５
１
３

　

起
業
家
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
充

実
の
施
設
で
徹
底
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
、
４
月

か
ら
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

こ
れ
か
ら
創
業
す
る
人
、

創
業
し
て
５
年
以
内
の
人

所
在
地　

菊
池
市
七
城
町
甲
佐
町
74

番
地
１
（
七
城
総
合
支
所
敷
地
内
）

施
設
設
備

・
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

　

15
㎡
×
２
区
画
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ 

　

ト
・
電
話
回
線
完
備
）

・
共
有
設
備　

ト
イ
レ
、
駐
車
場
、

給
水
設
備
、
冷
暖
房
設
備
、
コ
ピ
ー

機
な
ど

※ 

24
時
間
利
用
可
能
で
す
が
、
店
舗

や
工
場
と
し
て
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

料　

金　

賃
料　
　

無
料

　

共
益
費　

１
５
、
０
０
０
円
／
月

　

そ
の
他
、
コ
ピ
ー
機
、
電
話
回
線

の
加
入
契
約
、
使
用
料
は
利
用
者
負

担
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
団
法
人
く
ま
も

と
テ
ク
ノ
産
業
財
団
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
経
営
支
援
室

　

☎
０
９
６
（
２
８
９
）
２
４
３
８

受
講
期
間　

４
月
〜
平
成
24
年
３
月

の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ

　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
学
資
格　

平
成
23
年
４
月
１
日
現

在
60
歳
以
上
で
、
学
習
意
欲
の
あ
る

県
内
在
住
の
人

募
集
人
員　

１
０
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
３
月
８
日
（
火
）
必
着

入
学
金　
　

１
、
０
０
０
円

受
講
料　

１
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

に
な
り
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

財
団
法
人
熊
本
さ

わ
や
か
長
寿
財
団

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

申
込
方
法　

環
境
課
で
配
布
し
て
い

る
申
請
書
に
記
入
し
て
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
（
く
ま
も
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ

イ
フ
↓
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
活
用

協
議
会
↓
自
噴
井
止
水
バ
ル
ブ
設
置

助
成
交
付
に
つ
い
て
）

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
政
策
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

　

八
方
ヶ
岳
登
山
と
斑
蛇
口
湖
周
辺

を
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
へ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

共
通
事
項

と　

き　

３
月
27
日
（
日
）

※
小
雨
決
行

と
こ
ろ　

竜
門
ダ
ム
一
帯

※
集
合
・
出
発
場
所
は
、
い
ず
れ
も

竜
門
ダ
ム
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
。

参
加
費　

１
、
０
０
０
円
（
お
に
ぎ

り
・
お
茶
付
）

申
込
期
限　

３
月
23
日
（
水
）

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
八
方
ヶ
岳
登
山

コ
ー
ス
距
離　

往
復
約
18
㎞

集
合
・
出
発

　

集
合　

午
前
８
時
30
分

　

出
発　

午
前
９
時

定　

員　

先
着
50
人

●
斑
蛇
口
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
距
離　

往
復
約
６
．
５
㎞

集
合
・
出
発

　

集
合　

午
前
９
時
30
分

　

出
発　

午
前
10
時

定　

員　

先
着
１
０
０
人

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

龍
龍
館

　

☎
０
９
６
８
（
27
）
０
８
６
４

紫光かきぞめ展
紫光書道会　川崎蘆舟
期間：２月１日（火）
         ～２月13日（日）
書写書道教育の原点に立った小
中学生の作品約130点を展示し
ます。力作揃いですので、ぜひお
越しください。

吊るしびな展示会
吊るしびな愛好会　高山和子
期間：２月15日（火）
　　　～３月13日（日）
吊るし飾りは、一つひとつの飾りに子どもの健やかな成
長や幸せを願うものです。一針一針に心をこめて作りま
した。

菊池わいふのひなまつり
期間：２月３日（木）～３月21日（祝）
さまざまなお雛様をギャラリーいっぱいに展示します。
期間中にはたくさんのイベントを計画していますので、
ぜひ美術館に遊びにお出かけください。
常設展
・菊池にまつわる三人の女性
・菊池一族の歴史
※鎧、女官の着付け体験もできます。

開館時間　午前９時～午後５時30分

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報わいふ一番館だより
問い合わせ先
わいふ一番館　☎0968（24）6630

市
民
の
広
場

菊
池
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
１

　

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
で
も
大
歓
迎

で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

演
奏
曲　

（
一
部
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、
（
二
部
）

ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
「
シ
ネ
マ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
クin

菊
池
」

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
市
民
吹
奏
楽
団
（
中
島
）

☎
０
９
０
（
５
０
２
５
）
９
６
７
５

迫
水
小
学
校
二
十
周
年
記
念
式
典

〜
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
胸
に
〜

は
く
す
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と　

き　

２
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
〜

と
こ
ろ　

迫
水
小
学
校
体
育
館

内　

容

記
念
式
典　

迫
水
の
あ
ゆ
み
、
太
田

黒
浩
一
さ
ん
記
念
講
演｢

浩
一
の
が
ま

だ
せ
！
迫
水
っ
子
！｣

、
児
童
合
唱
・

校
歌
全
員
合
唱

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

菊
池
北
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
学
習
発
表

会
・
地
域
と
の
交
流

※
昼
食
販
売
・
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

迫
水
小
学
校

　

☎
０
９
６
８
（
27
）
１
３
５
１

第
５
回
菊
池
市
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集
！

と　

き　

２
月
27
日
（
日
）

と
こ
ろ

　

菊
池
市
七
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

部
門
（
６
部
門
）　

①
中
学
生
男

子
、
②
中
学
生
女
子
、
③
一
般
男
子

（
高
校
生
以
上
）
、
④
一
般
女
子
・

壮
年(

高
校
生
以
上
の
女
子
ま
た
は
満

45
歳
以
上
の
人)

、
⑤
ビ
ギ
ナ
ー
の

部
、
⑥
小
学
生

参
加
資
格 

菊
池
市
在
住
の
人
（
通

勤
・
通
学
の
人
も
参
加
可
）
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
（
久
川
）

☎
０
９
０
（
８
９
１
３
）
５
２
６
４

き
く
ち
初
市
開
催

　

菊
池
に
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
伝

統
行
事
で
す
。
室
町
時
代
、
商
工
業

を
発
展
さ
せ
る
目
的
の
た
め
に
全
国

に
普
及
し
た
の
が
由
来
で
、
菊
池
で

は
現
在
の
深
川
に
最
初
の
市
が
立
ち

ま
し
た
。

と　

き　

３
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

３
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　

御
所
通
り

内　

容　

植
木
市
な
ど

主　

催　

き
く
ち
初
市
実
行
委
員
会

御
所
通
り
繁
栄
会

問
い
合
わ
せ
先　

き
く
ち
初
市
実
行

委
員
会
（
天
野
）

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
２
５
８
６

　
市
民
の
広
場
へ
投
稿
し
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
つ
の
投
稿
に
つ
き
、
14
文
字
×
17

行
ま
で
で
、
写
真
も
掲
載
で
き
ま
す
。

投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
編

集
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
振
興
課
広
報
統
計
係

　
☎
0
9
6
8
（
25
）
７
２
５
０

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kouhou@
city.kikuchi.lg.jp

井
戸
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

止
水(

調
整)

バ
ル
ブ
の
設
置

費
用
を
助
成
し
ま
す
！

募
集

八
方
ヶ
岳
登
山
・
斑
蛇
口
湖

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
大
会

参
加
者
募
集

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

熊
本
県
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
「
夢
挑
戦
プ
ラ
ザ
県

北
」
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

桜
の
木
記
念
植
樹

オ
ー
ナ
ー
募
集
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講
習
・
講
演

話
し
方
講
座
受
講
生
募
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

第
11
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

私たちは 双 子

　野
のぐち
口　颯

はやと
翔くん

（１歳 ○旭　新明団地）
  父：信愛さん　母：郁美さん

侑
雅
に
い
に
、大
好

き
♡
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
ね
♪

　野
のぐち
口　遥

はると
翔くん

（１歳 ○旭　新明団地）

音
楽
と
食
べ
る
の
だ

〜
い
す
き
♡

Ｈ22年
2月24日
生まれ

Ｈ22年
2月24日
生まれ

　

菊
池
市
内
の
古
墳
時
代
の
石
製
品

「
石
人
石
馬
」
と
関
連
の
深
い
福
岡

県
八
女
地
方
の
古
墳
を
見
学
し
、
そ

の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る
旅
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
27
日
（
日
）

　

集
合　

午
前
９
時

　

解
散　

午
後
４
時
（
予
定
）

集
合
場
所　

菊
池
市
役
所

行　

程　

貸
切
バ
ス
で
、
木
柑
子
古

墳
、
ま
ち
か
ど
資
料
館
、
福
岡
県
八

女
市
岩
戸
山
古
墳
な
ど
を
見
学

募
集
人
数　

先
着
50
人

参
加
費　

一
人
５
０
０
円

募
集
期
間　

２
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
２
月
18
日
（
金
）

※
平
日
の
み
。

　

菊
池
養
生
園
保
健
組
合
非
常
勤
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

職　

種　

保
健
師

募
集
人
数　

１
人

勤
務
場
所

　

菊
池
広
域
保
健
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

１
日
６
時
間

任
用
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

〜
平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）

業
務
内
容　

住
民
や
事
業
所
を
対
象

と
し
た
特
定
保
健
指
導
業
務

応
募
条
件　

保
健
師
資
格
取
得
者
で

年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

申
込
方
法　

写
真
付
き
履
歴
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限

　

２
月
21
日
（
月
）
午
後
５
時

※
当
日
消
印
有
効

選
考
方
法　

書
類
審
査
と
面
接
で
審

査
し
ま
す
（
面
接
日
は
後
日
連
絡
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
38
）
２
８
２
０

そ
の
他　

活
動
し
や
す
い
格
好
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
は

後
日
、
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
１
６
７
２

　

ス
ピ
ー
チ
や
会
議
の
司
会
な
ど
、

職
場
や
地
域
に
お
い
て
人
前
で
話
す

機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
「
人
前
で
話

す
の
は
苦
手
」
「
何
を
話
し
た
ら
よ

い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
悩
ん
で
い

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
講
座
で
は
好
印
象
を
与
え
る
ス

ピ
ー
チ
マ
ナ
ー
や
声
の
表
現
、
自
己

紹
介
の
方
法
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
チ
技

法
を
身
に
つ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
人
前

で
話
す
こ
と
が
苦
手
と
い
う
人
の
た

め
の
講
座
で
す
。

受
講
日
・
内
容

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

・
２
月
23
日
（
水
）

　

表
情
管
理
・
声
の
表
現
力

・
３
月
２
日
（
水
）

　

ス
ピ
ー
チ
内
容
組
み
立
て
法

・
３
月
９
日
（
水
）

　

ス
ピ
ー
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

・
３
月
16
日
（
水
）
さ
あ
、
ス
ピ
ー  

　

チ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

と
こ
ろ　

菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階

大
研
修
室

講　

師　

橋
本
絵
鯉
子
さ
ん
（
元

T
K
U
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
現
在
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
活
躍
中
）

対
象
者　

菊
池
市
在
住
・
在
勤
で
原

則
全
回
受
講
で
き
る
人

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
認
知

症
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
講
座
の
時
間
は
１
時
間

30
分
程
度
で
す
。
認
知
症
を
理
解
す

る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

２
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ

　

菊
池
市
福
祉
会
館
２
階
大
研
修
室

　

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

参
加
費　

無
料

募
集
人
数　

30
人

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
18
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
０

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

danjo@
city.kikuchi.lg.jp

　

菊
池
市
女
性
団
体
代
表
者
会
お
よ

び
菊
池
市
で
は
、
女
性
の
社
会
参
画

や
積
極
的
に
参
画
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

講
師
の
体
験
を
も
と
に
協
働
の
楽
し

さ
や
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
役
立
つ
情
報
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と　

き　

２
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
１
階
小
ホ
ー
ル

講　

師

　

農
事
組
合
法
人
日
進
温
室
組
合

　

田
辺
正
宜
さ
ん

演　

題

　

男と

も女
に
感
動
！
男と

も女
に
行
動
〜

男あ
な
た女
の
理お
も
い解
が
地
域
を
変
え
る
〜

参
加
費　

無
料

対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

託　

児　

１
歳
以
上
未
就
学
児
が
対

象
で
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
０

　中
なかたけ
武　晟

せいた
汰くん

（２歳 ○泗　桜山五）
  父：順一さん　母：由美さん

Ｈ21年
2月15日
生まれ

　増
ますなが
永　陸

りく
くん

（１歳 ○菊　野間口）
  父：祐介さん　母：理恵子さん

み
ん
な
い
つ
も
か
わ

い
が
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡

Ｈ22年
2月18日
生まれ

　山
やまぐち
口　さらちゃん

（２歳 ○菊　遊蛇口）
  父：徹さん　母：美樹さん

Ｈ21年
2月9日
生まれ

　渡
わたなべ
邉　あかりちゃん

（２歳 ○菊　北宮）
  父：邦利さん　母：信子さん

Ｈ21年
2月2日
生まれ

　工
くどう
藤　杏

ももた
太くん

（２歳 ○菊　北原）
  父：謙太郎さん　母：美穂さん

パ
パ
の
お
う
ま
さ

ん
だ
い
す
き
。

Ｈ21年
2月18日
生まれ

　田
たなか
中　健

けんしろう
志郎くん

（３歳 ○七　砂田西団地）
  父：守博さん　母： 芹さん

外
で
遊
ぶ
の
が
だ
い

す
き
〜
で
す
♡

Ｈ20年
2月25日
生まれ

　森
もりもと
本　楓

ふうか  
花ちゃん

（３歳 ○菊　片角）
  父：明敏さん　母：宏美さん

お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
り

ま
し
た
。

Ｈ20年
2月17日
生まれ

　菅
かん
　萌

も か
花ちゃん

（１歳 ○泗　北原団地）
  父：智史さん　母：美紀さん

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、元
気

す
ぎ
て
ゴ
メ
ン
ね
♡

Ｈ22年
2月3日
生まれ

　守
もりかわ
川　美

み お
桜ちゃん

（２歳 ○泗　富の原北）
  父：直樹さん　母：幸子さん

恭
子
ち
ゃ
ん
こ
れ
か

ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
ね

Ｈ21年
2月19日
生まれ

け
い
に
い
、あ
や
に

い
、い
っ
し
ょ
に
あ

そ
ん
で
ね
。

い
つ
も
元
気
な
自
由

人
で
す
。
兄
ち
ゃ
ん

大
好
き
。

パ
パ
お
仕
事
が
ん

ば
っ
て
ネ
♡

２月６日
（日）

武蔵しまむら医院 (小・内・ア ) 菊陽町 096（339）7561

隈部医院 (内・消・胃・呼・放 ) 菊池市 0968（25）2851

熊本リハビリテ－ション病院
(整・リハ ) 菊陽町 096（232）3111

菊陽レディースクリニック
(産・婦 ) 菊陽町 096（213）5656

もみじ歯科医院 菊池市 0968（23）6800

２月11日
（祝）

みやの小児科 (小・内 ) 合志市 096（248）5800

髙木医院 (内 ) 菊池市 0968（25）2532

光の森脳神経外科内科
(脳外・神内・内・放 ) 菊陽町 096（232）7711

産科婦人科 大竹クリニック
(産・婦 ) 合志市 096（344）3232

２月13日
（日）

いけざわこどもクリニック
(小・ア ) 合志市 096（242）6633

西合志病院 (内 ) 合志市 096（242）2745

城間クリニック (整・リハ ) 菊池市 0968（25）2506

松岡耳鼻咽喉科医院 (耳・ア ) 菊陽町 096（232）5011

林秀樹歯科医院 菊池市 0968（25）4500

２月20日
（日）

まつもとこどもクリニック (小・ア ) 合志市 096（338）8960

大森医院 (内・麻 ) 合志市 096（248）0003

菊陽台病院 (整・内・リハ・リウ ) 菊陽町 096（232）1191

岸眼科 ( 眼 ) 菊池市 0968（38）0075

たなか歯科医院 合志市 096（248）3620

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

２月27日
（日）

宮本内科クリニック (内・循・小 ) 菊池市 0968（25）2047

しばた内科クリニック (内・呼・消・ア ) 大津町 096（293）2050

山下胃腸科クリニック (胃・外・肛・内 ) 合志市 096（345）0600

副島耳鼻咽喉科クリニック (耳・ア ) 合志市 096（249）1777

まつおか歯科医院 菊陽町 096（292）3080

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

３月６日
（日）

西山医院 (内・小 ) 菊池市 0968（25）2561

宮川内科医院 (内・循 ) 合志市 096（248）2155

笹原整形外科医院 (整・麻 ) 菊陽町 096（232）1165

温耳鼻咽喉科医院 (耳 ) 合志市 096（248）6188

わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

休日在宅当番医
※ 休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医
療機関は、地域救急医療情報センター（菊池広域連合消防本
部）☎096（232）9331に問い合わせてください。

イ
ベ
ン
ト

「
肥
後
古
代
の
森
ふ
る
さ
と

歴
史
探
訪
」
参
加
者
募
集

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

非
常
勤
職
員
募
集

応募条件　平成24年３月までに誕生日を迎える３歳までの子ども
募集人数　先着24人
締切日　　誕生月の前月５日（５日が休日の場合は前日）

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？ 申込方法　企画振興課、各総合支所にある申込用紙に記入して、
写真を添えて申し込んでください（写真は後日持参でも可）。
詳しい内容は問い合わせてください。
問い合わせ先　企画振興課広報統計係　☎0968（25）7250
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